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未来へ、まっすぐ。
泉 大 津 市 制 施 行 70 周 年

鬼さんこわいよおーーーーー
（条東保育所の豆まき・14ページ）

今月の
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日韓陶磁フォーラム
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伊藤市長が初登庁
市立病院内のマナー向上にご協力を
３月 12日 全国瞬時警報システムの再試験放送を実施
市内各所で４月に狂犬病の予防接種を行います
お役に立ちます！ シルバー人材センター

市制70周年記念 特別企画
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法律相談【要予約】予約専用電話　蕁23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。先着8人。相談時間は20分以内。なお、
時間の指定はできません。
一般相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　蕁33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　蕁33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　蕁33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　蕁33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　蕁33・1131
　第3月曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室

特設人権相談　蕁33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権市民協働課相談室
家庭児童相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時30分～午後4時
　市役所1階児童福祉課
母子寡婦相談　蕁33・1131
　月・木曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階児童福祉課
高齢者総合相談　蕁21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　蕁21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育・幼児教育相談　蕁31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（蕁26・0005）

医療相談　蕁32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　蕁21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　蕁23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　蕁23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階まちづくり政策課
福祉なんでも相談（出張窓口）【要予約】蕁33・1131
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン 蕁21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権市民恊働課 蕁33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

　　　携帯サイトのQRコード：なお閲覧には、通信料が必要です。→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/m/

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、
祝日と 12 月 29 日～1 月 3 日の年末年始を
除く）午前 8 時 45 分から午後 5 時 15 分ま
で行っています。

泉州地域は関西国際空港建設を機に大きな変貌をとげま
した。昭和59年（1984） 関西国際空港㈱が発足し近隣自治
体などが地域整備を推進する中、本市では泉大津駅東地区
市街地再開発事業、泉大津旧港再開発事業、泉北六区国際
総合物流センター構想、大阪湾フェニックス構想、繊維リ
ソースセンター構想など、大規模事業が計画され実現に向
けて建設工事が進みました。
中でも泉大津駅東地区市街地再開発事業は、街づくりの
核となりました。昭和63年（1988）に決定されたマスター
プランでは、泉大津の玄関口である泉大津駅前に、当時泉
州で最も高い36階建てツイン住宅ビルを中心として、スー
パーや銀行など複合施設の建設が計画されました。再開発
事業は平成3年（1991）に起工式が行われ、工事が開始さ
れました。

工事のさなか平成5年（1993）9月に再開発地区の愛称が
公募され、15,158点の応募の中から「アルザ」と決定され
ました。「アルザ」とはスペイン語で「上昇」「発展」を意
味します。市のシンボルゾーンにふさわしいとして選ばれ
ました。ちなみに入選作品には「泉大津パルナード」「き
らっ都21」がありました。平成6年（1994）9月、ツインビ
ルをはじめホテル、スーパー、専門店などを有したアルザ
泉大津（延べ床面積約114,300㎡）がオープンしました。
平成6年は南海本線立体交差事業（高架事業）が始まっ
た年でもあります。市制施行70周年を迎えた昨年は泉大津
駅・松ノ浜駅が上下線とも高架になりました。「上昇」を
つづけてきた「アルザ泉大津」は、来年平成26年（1914）、
オープン20年目を迎えます。
次回は「続寺院今昔」(1)をお伝えします。

そして未来へ　アルザ泉大津のオープン
写真でみる泉大津(12)　【最終回】

市制70周年記念特別篇市制70周年記念特別篇

平成6年（1994）のアルザ泉大津（泉大津市蔵）

本市は今年市制施行70周年を迎えます。そこで平
成24年度の「おおつ物語」は、70年のあゆみを写
真を通じてふりかえる「特別篇」をお届けします。



伊藤市長が初登庁

初登庁し、市民や職員の
出迎えを受ける伊藤市長

市
立
病
院
内
の
マ
ナ
ー
遵
守
と

美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

伊藤市長が初登庁

就任のごあいさつ

１月 13 日に行われた泉大津市長選挙で
初当選を果たした伊藤晴彦市長が、同
17 日、多くの市民や市職員などが出迎
える中初登庁し、伊藤市政のスタートを
切りました。その後、市の幹部職員を前
に訓示を行いました。
問合　秘書広報課（市役所４階）

病
院
玄
関
前
の
迷
惑
駐
車
は
、
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ

と
な
り
ま
す
。
駐
車
は
所
定
の
場
所
に
お
願
い
し
ま
す
。

　去る１月 13 日に行われた市長選挙におきまして、市民の皆様方
の温かいご支援を賜り、市政を担当させていただくことになりまし
た。
　今日、少子高齢化や人口減少、住民同士のつながりの希薄化が懸
念される中、地域活動の継続への危惧が取りざたされております。
改めて住民同士が「つながり」を体感できるよう地域コミュニティ
の再構築に努め、「今日よりも明日を心豊かにする、だれもが住み
続けたいまち」を築きたいと考えております。
　そのためにも、市民の皆様方、議員各位、職員とよく対話し意志
の疎通を図りながら、泉大津市の発展に全力を傾注してまいる所存
でございます。
　市民の皆様には、今後とも格段のお力添えを賜りますようお願い
申し上げます。

泉大津市長　伊藤 晴彦
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な
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。
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ま
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。

問
合
　
市
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総
務
課
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32
・

５
６
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市立病院前ロータリー。救急搬送時の通路として
などに利用しますので、駐車はご遠慮ください。

市
立
病
院
は
施
設
内
全
面
禁
煙
で

す
。
た
ば
こ
は
所
定
の
喫
煙
所
で

お
願
い
し
ま
す
。
写
真
は
駐
輪
所

隣
の
喫
煙
所
。

初登庁し、市民や職員の
出迎えを受ける伊藤市長

幹
部
職
員
に
訓
示
を
行
う

伊
藤
市
長

2

テーマは「文学の楽しみ」。学者の研究を踏まえ、事件や人物のなぞに迫り、歴史小説
に新境地を開いた作家２人の講演です。信長・秀吉・家康の情報戦略、政治に敏感だっ
た松尾芭蕉の、終焉の地・大阪への旅の目的を探ります。問合　秘書広報課（市役所４階）

西
日
本
各
地
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学
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に
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思
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さ
れ
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。
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。
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浮
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４
時
30
分
　
テ
ク
ス
ピ
ア
大

阪
（
正
午
開
場
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
金
関
恕
・
大

阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
名
誉
館
長

（
写
真
）

出
席
者
（
所
属
50
音
順
）

▽
朝
日
新
聞
・
大
脇
和
明
氏
（
生
活

文
化
部
記
者
）　
▽
Ｎ
Ｈ
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畑
三
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集
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孝
治
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（
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良
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局
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▽

読
売
新
聞
・
関
口
和
哉
氏
（
橿
原
支

局
長
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が
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ら
茶
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に
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ち
、

素
朴
な
温
か
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を
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つ
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半
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日
常
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（
高
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に
輸
入
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れ
、
半

島
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連
れ
て
来
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れ
た
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も
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と
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わ
れ
ま
す
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日
本
の
窯
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れ
た
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術
に
触
発
さ
れ
て
大
き
く
変
革
。

焼
き
も
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模
倣
か
ら
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っ
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独

自
の
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を
遂
げ
、
新
た
な
美
を
生

み
出
し
ま
し
た
。
有
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は
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が
国
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磁
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り
、
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麗

な
「
柿
右
衛
門
様
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」
が
誕
生
。
御

用
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が
築
か
れ
、
格
調
高
い
鍋
島
焼

は
朝
廷
や
将
軍
家
、
大
名
へ
の
献
上

品
と
さ
れ
ま
し
た
。
使
う
ほ
ど
に
色

合
い
が
変
わ
る
萩
焼
は
「
萩
の
七
化

け
」
と
呼
ば
れ
、
微
妙
な
味
わ
い
を

深
め
て
い
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
柿

右
衛
門
様
式
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
侯

貴
族
か
ら
絶
賛
を
浴
び
、
ド
イ
ツ
・

マ
イ
セ
ン
窯
を
は
じ
め
各
国
で
次
々

に
模
倣
さ
れ
ま
し
た
。

　
韓
国
の
焼
き
も
の
も
中
国
の
影
響

を
受
け
独
自
の
美
を
創
出
し
、
今
も

世
界
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　
焼
き
も
の
は
、
世
界
を
回
る
！

日
時
・
会
場
　
３
月
24
日
㈰
　
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
10
時
開
場
）

泉大津市文化フォーラム　カルチャー・スコール　第 70、71 回

◎ジャーナリストが語る考古学
◎日韓陶磁フォーラム
取材合戦で火花を散らしている文化財担当記者による「考古学フォーラム」、日本、韓国の著名な陶芸家、陶磁研
究者が集まって「日韓陶磁シンポジウム」を開きます。中国、韓国の影響を受けて発展し、独自の美意識を開花
させた有田、鍋島、萩焼の魅力と焼き物の多彩な展開を探ります。入場無料。問合　秘書広報課（市役所４階）

写真／濁手草花文花瓶（左）、濁手蓼文鉢（ともに 14代酒井田柿右衛門氏作）

色絵雪花藍色墨はじき亀甲文
香炉（写真上＝14 代今泉今右
衛門氏作）、萩花月盌（12 代
三輪休雪氏作）

考
古
学
報
道
最
前
線
！ 「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
語
る
考
古
学

　
〜
池
上
曽
根
遺
跡
か
ら
纒
向
遺
跡
ま
で
」

焼
き
も
の
は
世
界
を
回
る
！  

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
日
本
人
の
心
を
と
ら
え
た
中
国
・
韓
国
の
焼
き
も
の
」

●10:30　開会　
特別講演
▷12代三輪休雪氏（萩焼）
▷14代今泉今右衛門氏（鍋島焼）
▷14代酒井田柿右衛門氏（有田焼、人間国宝）
　（休憩）
●13:10　基調講演
▷「粉青沙器（ふんせいさき）、自然に近い心
をもつ」姜　敬淑氏（韓国・中原文化財研究院長）
▷「陶磁器―あつらえものの系譜― 16、17 世
紀を中心に」河原正彦氏（滋賀県立陶芸の森
　芸術顧問、京都国立博物館名誉館員）
　（休憩）
●15:00　パネルディスカッション
▷コーディネーター：出川哲朗氏（大阪市立
東洋陶磁美術館長）　▷パネリスト：講演５氏
●16:30　閉会
主催 :泉大津市、財団法人自治総合センター
後援 : 総務省、駐大阪大韓民国総領事館　韓国
文化院、南海電鉄
協賛 : POSCO－JOPC

国際フォーラム　スケジュール

三輪休雪氏

酒井田柿右衛門氏

今泉今右衛門氏

姜　敬淑氏

出川哲朗氏河原正彦氏

※このシンポジウムは全国モーター
ボート競走施行者協議会からの拠出
金を受けて実施するものです。
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▷伊藤市長初登庁／市立病院美化にご協力を／カルチャー・スコール



　
市
で
は
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
民
の
自
発
的
な
特
定
非
営
利

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
表
の
と
お
り

で
す
。

　
な
お
、
補
助
金
は
、
平
成
25
年
度

に
行
う
「
事
業
」
が
対
象
で
、
審
査

委
員
会
の
公
開
審
査
を
経
て
、
認
定

さ
れ
た
団
体
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
団

体
の
運
営
や
活
動
全
般
に
つ
い
て
補

助
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

審
査
方
法

　
５
月
中
旬
実
施
予
定
の
応
募
団
体

に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
市
民
活
動
に
関
す
る
有
識
者
な

ど
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会
が
総
合

的
に
評
価
し
ま
す
。
な
お
、
補
助
金

の
交
付
決
定
は
６
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

申
込

　
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
４
月
１
日
㈪
か
ら
30

日
㈫
ま
で
に
、
人
権
市
民
協
働
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

申
請
書
は
人
権
市
民
協
働
課
で
配

布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
。

事
前
説
明
会
（
予
約
制
）

日
時
　
３
月
27
日
㈬
　
午
後
７
時
〜

場
所
　
市
役
所
２
階
２
０
２
会
議
室

参
考
・
平
成
24
年
度
補
助
金
の
交
付

団
体
　
▽
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　
Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

▽
ぽ
っ
か
ぽ
か
　
▽
特
定
非
営
利
活

動
法
人
泉
州
て
ら
こ
や （
順
不
同
）

問
合
　
人
権
市
民
協
働
課
（
市
役
所

１
階
２
番
窓
口
）

市
内
の
「
が
ん
ば
る
」
団
体
の

事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

「泉大津市がんばろう基金」の寄付に
ご協力をお願いします。

「
泉
大
津
市
が
ん
ば
ろ
う
基
金
」
を
活
用
し
、
特
定
非
営
利
活
動
を
支
援
し
ま
す

立上期における市民活動の
自立を図る

自立促進事業補助金
（はじめの一歩）

活性化事業補助金
（ステップアップ）

新規事業補助金
（チャレンジ）

①市民活動団体の設立、また
は活動準備に要する事業
②市民活動団体の運営に要す
る事業
③具体的な市民活動に要する
事業

▷１年目…30万円以内
　（補助率：10分の10）
▷２年目…20万円以内
　（補助率：10分の10）

▷１年目…40万円以内
　（補助率：４分の３）
▷２年目…20万円以内
　（補助率：３分の２）

３コース　合計120万円

60万円以内
（補助率 : ４分の３）

２か年以内 ３か年以内

①市民活動団体の運営または
自立の強化に要する事業
②継続的な市民活動の推進に
要する事業
③市民活動団体が取り組む活
動に対する市民理解の推進
に要する事業

多様化する課題に取り組む
新たな事業

３年未満 ３年以上

次のすべてに該当する市民活動団体（法人格の有無は問いません）
①主として泉大津市内において、特定非営利活動を行っている、または始めようとしている
こと　②３人以上で構成される団体で、構成員の２分の１以上が市民（在勤、在学含む）で
あること　③市から直接他の補助金を受けていないこと　④政治活動、宗教活動を目的とし
ていないこと

特定非営利活動促進法（NPO法）に定める20分野に該当する事業
①保健、医療または福祉の増進を図る活動　②社会教育の推進を図る活動　③まちづくりの
推進を図る活動　④観光の振興を図る活動　⑤農村漁村または中山間地域の振興を図る活動
⑥学術、文化、芸術またはスポーツの振興を図る活動　⑦環境の保全を図る活動　⑧災害救
援活動　⑨地域安全活動　⑩人権の擁護または平和の推進を図る活動　⑪国際協力の活動　
⑫男女共同参画社会の形成の促進を図る活動　⑬子どもの健全育成を図る活動　⑭情報化社
会の発展を図る活動　⑮科学技術の振興を図る活動　⑯経済活動の活性化を図る活動　⑰職
業能力の開発または雇用機会の拡充を支援する活動　⑱消費者の保護を図る活動　⑲前各号
に掲げる活動を行う団体の運営または活動に関する連絡、助言または援助の活動　⑳前各号
に掲げる活動に準ずる活動として都道府県または指定都市の条例で定める活動

市民活動の継続と活性化、
団体の自立強化、市民理解の

増進を図る

新しい課題に対する
取り組みを支援する

■ 

助
成
制
度
の
概
要

種類

目的

予算

設立
年数

対象
事業

対象
団体

事業
内容

補助
期間

限度額
など

　この補助金制度は、皆さんからの寄付と市もそ
れと同額を積み立てる「泉大津市がんばろう基金」
を財源としています。円滑な制度の運用について
は、皆さんの応援が何よりも大切です。ぜひとも、
寄付のご協力をお願いします。

4

南海泉大津駅

大津神社

助松プール

浜小学校消防本部

市民会館

東港長寿園

松之浜
長寿園

助松公園

小津
中学校

泉大津税務署

条南長寿園

古池公園

松ノ浜駅

北助松駅

泉大津高校

上條小学校

上條
幼稚園

上条保育所北公民館

条東小学校

条東幼稚園 条東保育所

条東長寿園

東助松長寿園

助松
長寿園和泉

乳児院

和泉市

阪神高速道路湾岸線

大阪臨海線

堺
泉

泉
大
津
美
原
線

商工会議所
地域経済課

助松神社

曽根神社

池上曽根遺跡

府弥生文化博物館

泉
大
津
出
入
口

浜長寿園

浜保育所

浜幼稚園

助松橋

小松ふ頭

泉大津郵便局

市立地下駐車場

信太高校

戎小学校

ぱる

戎保育所

戎長寿園

南公民館

楠
小
学
校

楠
幼
稚
園

三十合池公園

要保育所

大
津
川

大津川大橋

大津川橋

汐見ふ頭

楯並橋

南海かもめ
保育園

教育支援センター

くらしの水センター

消防出張所

総合体育館

保健センター

条南小学校

労
働
基
準
監
督
署

市
立
図
書
館

勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

誠
風
中
学
校

東
陽
中
学
校

市立病院

アイビー
スクール

　　　織編館
　（テクスピア大阪）

ハロー
ワーク

旭長寿園 市役所
総合福祉
　センター

ベル
センター

アンビー

旭
小
学
校

旭
幼
稚
園

泉大津警察署 

フェリーターミナル

あすと松之浜

池上曽根
弥生学習館

ポートサービス
センタービル

穴師公園
穴
師
小
学
校

穴
師
幼
稚
園

泉
穴
師
神
社

穴
師
長
寿
園

戎幼稚園

北豊中長寿園

条南保育所

条南幼稚園

 
 

にんじん
サロン

東雲公園

畦田公園

東港公園

なぎさ
テニスコート

Ｎ

Ｎ

汐見下水処理場

汐見公園

汐見ふ頭

Ｎフェリーターミナル

中央緑地
テニスコート

大阪泉大津花き
　地方卸売市場

中央緑地

泉大津大橋

高
石
市

再試験放送
を実施します。

試 験 放 送 が 流 れ る 日 時

ジ ェ イ ・ ア ラ ー ト

３月 12日㈫
▷１回目…午前 10時
▷２回目…午前10時 30分

では、去る 12 月 12 日に全国瞬時警報システム、
J-ALERT（ジェイ・アラート※）の自動放送等試験
を実施する予定でしたが、北朝鮮の「人工衛星」と

称するミサイル打ち上げの予定されていた期間に試験予定日
が入っており、万が一、衛星の落下危険区域に本市が含まれ
た場合、当該システムが稼働することから、不測の事態を避
けるため中止いたしました。
　このたび、12 月の試験放送中止に替わり次の日時で試験放
送を実施します。この試験放送は、J-ALERT から送られてく
る国からの緊急情報を、市民の皆さんに確実にお伝えする同
報系防災行政無線を用いた情報伝達試験です。当日の放送は

試験放送ですので、実際の緊急情報とお間違えのないよう、
ご理解ご協力をお願いいたします。
試験放送実施日時　３月 12 日㈫　▷１回目…午前 10 時　▷
２回目…午前10時30分
試験放送内容　「これは試験放送です」×３→「こちらは、防
災泉大津市　泉大津市役所です」→終わりのチャイム
試験放送箇所　上地図のとおり
※J-ALERT とは、地震・津波や武力攻撃などの災害時に国か
ら送られてくる緊急情報を人工衛星などを活用して瞬時に情
報伝達するシステムです。
問合　危機管理課（市役所４階）

マークの位置で
試験放送が流れます。

全国瞬時警報システム
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▷団体の事業に補助金／J-ALERT



　本市には、紀州街道の海側に平行して走る「浜街道（東
港町・神明町・本町）」があり、毛布発祥の地であるこの
街道沿いには各時代の町屋建築が多数残され、本市の貴重
な文化資産になっています。
　市では、浜街道保全活動の意識をいっそう高め、地域コ
ミュニティの活性化を図るため、毎年５月に「浜街道まつ
り」を開催しています。
　浜街道まつりでは、歴史的家屋や倉庫を借用し、地域住
民の手作りで、懐かしの生活民具展、町家説明、子ども昔
遊び、街角ギャラリー、アートクラフト展や手作りショッ
プ出展販売、ストリートミュジックなどの催しを行います。
今年は、５月 27 日㈰に開催しますので、出展、出演希望
の人は３月30日㈯までにお申し込みください。
◆手作りショップ出展希望者募集
　手作りショップを出展する人を募集します。
出展規定
▷出展品はオリジナル、手作り品（浜街道まつりの主旨に

そぐわない場合は、お断りする場合もあります）　▷電源、
水道はありません　▷発電機の持ち込みは不可　▷当日商
品の搬入は午前８時～９時とし、搬入後ただちに車両を撤
去する　▷ごみは持ち帰る　▷出展の許可は「許可証」の
発行をもってかえさせていただきます
出展費用　2,000円
◆音楽部門の出演希望者を募集
　のこぎりホールおよび街角（野外）で演奏していただけ
る人を募集します。ジャンルは問いませんが、浜街道まつ
りの主旨にそぐわない場合はお断りすることがあります。
また、出演ステージに限りがあるため、先着５グループと
します。
出展・出演についての説明会を実施
日時　４月14日㈯　午後２時～
場所　のこぎりホール
申込・問合　まちづくり政策課（浜街道まつり実行委員会
事務局＝市役所２階）

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

70
〜
74
歳
の
医
療
費
の
一
部
負
担
割

合
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
も
従

来
ど
お
り
１
割
と
な
り
ま
す
（
現
役

並
み
の
所
得
の
あ
る
人
で
す
で
に
３

割
の
人
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
対
象
と
な
る
人
は
除
く
）。
ま
た
、

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
の
自

己
負
担
限
度
額
も
、
前
記
期
間
内
は

据
え
置
か
れ
る
予
定
で
す
。

　
現
在
、
高
齢
受
給
者
証
の
期
限
は

今
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
、
３

月
末
に
７
月
31
日
ま
で
（
75
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
人
は
誕
生
日
前
日
ま

で
）
の
高
齢
受
給
者
証
を
お
送
り
し

ま
す
。
８
月
１
日
以
降
の
高
齢
受
給

者
証
は
平
成
24
年
所
得
状
況
に
よ
り

見
直
し
が
あ
り
ま
す
の
で
７
月
末
の

送
付
と
な
り
ま
す
。

　
70
〜
74
歳
で
課
税
世
帯
の
人
が
診

療
を
受
け
る
と
き
は
、
高
齢
受
給
者

証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
同
一
医
療

機
関
な
ど
で
の
同
じ
月
の
窓
口
負
担

が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る
場
合

で
も
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
お
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。
　

　
70
〜
74
歳
の
非
課
税
世
帯
の
人
が

診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
医

療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
同
一

医
療
機
関
な
ど
で
の
同
じ
月
の
窓
口

負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る

場
合
で
も
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
お

支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
事

前
に
保
険
年
金
課
へ
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
被

保
険
者
証
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。
な

お
、
す
で
に
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
人

は
、
改
め
て
申
請
し
て
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
に
加
入
す
る
す
べ
て
の
人
へ
　

加
入
・
脱
退
の
届
出
を
忘
れ
ず
に

　
会
社
を
退
職
し
て
社
会
保
険
の
資

格
が
な
く
な
っ
た
り
、
会
社
に
就
職

し
て
社
会
保
険
の
資
格
を
取
得
し
た

と
き
は
、
保
険
年
金
課
に
届
け
出
が

必
要
で
す
。
届
出
の
期
限
は
、
社
会

保
険
な
ど
の
資
格
喪
失
、
ま
た
は
取

得
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
で
す
。
国

民
健
康
保
険
加
入
手
続
き
で
、
届
出

が
遅
れ
た
場
合
は
、最
高
２
年
間
（
社

会
保
険
の
喪
失
日
ま
で
）
さ
か
の

ぼ
っ
て
加
入
し
、
保
険
料
を
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
険
な
ど
の
資
格
を

取
得
し
た
場
合
も
、
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
を
し
な
い
と
、
引
き
続
き

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ま
ま
と

な
り
、
国
民
健
康
保
険
料
を
請
求
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
届
出
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
の

資
格
が
な
く
な
っ
た
日
や
資
格
が
で

き
た
日
を
証
明
す
る
書
類
と
、
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
社
会
保
険

の
資
格
が
で
き
た
場
合
）、
念
の
た

め
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
保
険
年

金
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
　
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

５
番
窓
口
）

医
療
費
の
負
担
割
合 

１
割
に
据
え
置
き

国
民
健
康
保
険
か
ら
70
〜
74
歳
の
人
へ
お
知
ら
せ

　本市には、紀州街道の海側に平行して走る「浜街道（東
港町・神明町・本町）」があり、毛布発祥の地であるこの
街道沿いには各時代の町屋建築が多数残され、本市の貴重
な文化資産になっています。
　市では、浜街道保全活動の意識をいっそう高め、地域コ
ミュニティの活性化を図るため、毎年５月に「浜街道まつ
り」を開催しています。
　浜街道まつりでは、歴史的家屋や倉庫を借用し、地域住
民の手作りで、懐かしの生活民具展、町家説明、子ども昔
遊び、街角ギャラリー、アートクラフト展や手作りショッ
プ出展販売、ストリートミュージックなどの催しを行いま
す。今年は、５月 26 日㈰に開催しますので、出展、出演
希望の人は３月29日㈮までにお申し込みください。
◆手作りショップ出展希望者募集
　手作りショップを出展する人を募集します。
出展規定
▷出展品はオリジナル、手作り品（浜街道まつりの主旨に

そぐわない場合は、お断りする場合もあります）　▷電源、
水道はありません　▷発電機の持ち込みは不可　▷当日商
品の搬入は午前８時～９時とし、搬入後ただちに車両を撤
去する　▷ごみは持ち帰る　▷出展の許可は「許可証」の
発行をもってかえさせていただきます
出展費用　2,000円
◆音楽部門の出演希望者を募集
　のこぎりホールおよび街角（野外）で演奏していただけ
る人を募集します。ジャンルは問いませんが、浜街道まつ
りの主旨にそぐわない場合はお断りすることがあります。
また、出演ステージに限りがあるため、先着５グループと
します。
出展・出演についての説明会を実施
日時　４月６日㈯　午後２時～
場所　のこぎりホール
申込・問合　まちづくり政策課（浜街道まつり実行委員会
事務局＝市役所２階）

手作りショップ出展者第十二回
浜街道まつり

五月二十六日開催の

音楽部門出演者
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市
で
は
、
左
表
の
日
程
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

　
飼
犬
登
録
済
み
の
皆
さ
ん
に
は
、

封
書
で
通
知
し
ま
す
の
で
、「
狂
犬

病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料
領
収

書
」
と
「
狂
犬
病
注
射
済
証
」
を
切

り
離
さ
ず
、
会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
昨
年
と
日
程
が
一
部
変
わ
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

料
金
　
３
２
０
０ 

円
（
注
射
代 

２

６
５
０
円
・
注
射
済
票
代
５
５
０
円
）

※

釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
鑑
札
お
よ
び
注
射
済
票
は
、

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
犬
に
つ
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　

飼
犬
登
録
も
行
い
ま
す

　
飼
犬
登
録
を
し
て
い
な
い
人
は
、

当
日
登
録
の
受
け
付
け
も
行
い
ま
す

の
で
、
別
途
登
録
手
数
料
３
０
０
０

円
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
他
の
市
町
村
で
登
録
済
み
で
本
市

に
転
入
し
た
人
は
、
住
所
の
変
更
届

が
必
要
で
す
。
変
更
届
の
際
、
鑑
札

の
交
換
（
無
料
）
の
手
続
き
が
必
要

で
す
の
で
、
必
ず
現
在
お
持
ち
の
鑑

札
（
前
住
所
地
の
市
町
村
発
行
の
も

の
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
前
の
住

所
地
で
交
付
を
受
け
た
鑑
札
を
紛
失

し
た
と
き
は
再
交
付
手
数
料
１
６
０

０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
鑑
札
の
現
物
ま
た
は
登
録
申
請
書

の
写
し
な
ど
を
紛
失
し
、
前
住
所
地

の
登
録
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

現
場
で
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
注
射
に
来
る
と
き
は
、
首
輪
を
き

つ
め
に
し
っ
か
り
つ
け
、
犬
を
十
分

制
御
で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
か
み
癖
の
あ
る
犬
は
、

口
輪
を
つ
け
て
き
て
く
だ
さ
い
。

犬
は
正
し
く
し
つ
け
ま
し
ょ
う

▽
ふ
ん
・
尿
の
放
置
は
や
め
、
飼
い

主
が
責
任
を
持
っ
て
処
理
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

▽「
泉
大
津
市
ご
み
等
の
ポ
イ
捨
て

及
び
飼
い
犬
の
ふ
ん
等
の
放
置
の

禁
止
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
条
例
を
守
り
き
れ
い

な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

▽
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
、
散
歩
の

と
き
は
リ
ー
ド
を
つ
な
ぎ
、
犬
を

制
御
で
き
る
人
が
行
い
ま
し
ょ
う

▽
繁
殖
を
目
的
に
し
な
い
犬
は
去

勢
・
避
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う

問
合
　
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）

大切な愛犬のために…

飼えなくなった犬の引取場所が変わりました

狂犬病の予防接種を
受けさせましょう

　４月１日から、飼えなくなった犬の引取場所が、現在の和泉保健所か
ら、食の安全推進課泉佐野分室（通称：犬・ねこの相談室泉佐野分室）
に変更になります。引取場所と日時は、次のとおりです。なお、犬に関
する相談は従来の通り和泉保健所へご相談ください。
引取できる日時　毎週月・水曜日　午前９時30分～正午
問合　犬・ねこの相談室泉佐野分室（食の安全推進課泉佐野分室＝泉佐
野市上瓦屋583－１　☎072・464・9777）

■ 平成 25年度　狂犬病予防注射日程表
場　所

小津中学校駐車場
（福山通運㈱社宅前）
戎小学校
旭小学校南門前
市民会館前
森町自治会館前
総合体育館北側駐車場
北公民館駐車場
勤労青少年ホ－ム駐車場
板原公民館前
南公民館駐車場
要池住宅集会所前
条南町集会所前
市役所臨時駐車場（職員
会館裏側）

時　間

午後1時30分～2時30分
午後3時～4時

午前10時～11時30分
午後１時30分～３時
午前10時～11時30分
午後1時30分～2時30分

午後3時～4時
午前10時～11時30分
午後1時30分～２時30分

午後３時～４時
午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

午後１時30分～３時30分

注射日

４月４日㈭

4月５日㈮

4月８日㈪

4月９日㈫

4月10日㈬

※雨天の場合は中止します（順延なし）。中止の場合は、会場周辺を広
報車でお知らせします。
※「総合体育館駐車場」は駐車料金が必要です。無料駐車券は発券しま
せんのでご了承ください。

7 広報いずみおおつ　平成25年3月号

▷国保のお知らせ／浜街道まつり出展者募集／狂犬病予防接種



◆ 

児
童
扶
養
手
当

〜
父
子
・
母
子
家
庭
な
ど
の
支
援
の

た
め
に
〜

　
離
別
・
死
別
な
ど
、
次
の
理
由
に

よ
り
、
父
親
ま
た
は
母
親
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
と
き

（
事
実
婚
を
含
む
）

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
と
き

▽
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
と
き

▽
父
ま
た
は
母
が
行
方
不
明
・
生
死

不
明
の
と
き

▽
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
と
き

▽
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
と
き

▽
母
が
未
婚
で
出
産
し
た
と
き

　
支
給
期
間
は
、
児
童
の
18
歳
の
誕

生
日
以
降
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

で
す
。
児
童
に
中
程
度
以
上
の
障
が

い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
公
的
年
金

や
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
の
月
額

　
請
求
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所

得
に
よ
り
、
支
給
す
る
手
当
額
が
異

な
り
ま
す
（
上
表
参
照
）。
扶
養
義

務
者
と
は
請
求
者
の
同
居
親
族
の
う

ち
最
も
所
得
が
高
い
人
を
い
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
が
一
定
以
上

の
場
合
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

児
童
扶
養
手
当
の
一
部
支
給
停
止
に

つ
い
て

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
か
ら
５

年
な
ど
を
経
過
す
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
以
外
は
手

当
額
が
減
額
と
な
り
ま
す
。

▽
就
業
し
て
い
る
場
合

▽
求
職
活
動
そ
の
他
自
立
に
向
け
た

活
動
を
行
っ
て
い
る
場
合

▽
障
が
い
状
態
に
あ
る
場
合

▽
負
傷
・
疾
病
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
事
由
に
よ
り
就
業
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
場
合

▽
児
童
・
親
族
が
、
障
が
い
・
負
傷
・

疾
病
・
要
介
護
状
態
に
あ
る
こ
と

な
ど
の
事
由
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

者
を
介
護
す
る
必
要
が
あ
り
就
業

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合

　
な
お
、
対
象
と
な
る
人
に
は
事
前

に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記

載
事
項
を
確
認
の
う
え
、
提
出
期
限

ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
必
要
な
手
続
き
を
期
限
内
に

行
わ
な
か
っ
た
場
合
は
手
当
額
の
２

分
の
１
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
の

で
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

◆ 

特
別
児
童
扶
養
手
当

〜
障
が
い
児
を
監
護
・
養
育
す
る

家
庭
に
〜

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
中
程
度
以
上

の
障
が
い
を
も
つ
20
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
す
る
家
庭
に
支
給
さ
れ
ま
す

（
所
得
制
限
有
）。
児
童
が
児
童
福
祉

施
設
（
母
子
生
活
支
援
施
設
・
保
育

所
・
通
園
施
設
を
除
く
）
に
入
所
し

て
い
る
場
合
や
、
障
が
い
を
理
由
と

す
る
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
場

合
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
の
月
額

▽
１
級…

５
万
４
０
０
円

▽
２
級…

３
万
３
５
７
０
円

　
児
童
の
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て

等
級
は
異
な
り
ま
す
。
月
額
は
平
成

25
年
３
月
現
在
の
も
の
で
す
。「
物

価
ス
ラ
イ
ド
制
」
に
よ
り
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
　
児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

　市では、子どもの福祉の増進を図るため、父または母と生計を同じくしていない児童を
養育する人に「児童扶養手当」を、また、精神または身体に障がいのある 20 歳未満の児
童を養育する人に「特別児童扶養手当」を支給しています。

児童数
1人
2人
3人

※３人目以降１人増すごとに3,000円を加算

月額は平成 25 年 3 月現在のものです。「物価スライ
ド制」により変わることがあります。
また、自立支援プログラム策定員による就労の相談
を行っていますので、ご利用ください。

全額支給
4万 1,430円
4万6,430円
4万9,430円

一部支給
4万 1,420円～9,780円

4万6,420円～1万4,780円
4万9,420円～1万7,780円

■ 児童扶養手当の月額

児童扶養手当
父 子・母 子 家 庭 の 人 へ

障 が い 児 を 養 育 す る 人 へ

特別児童扶養手当を支給しています。
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国
民
年
金
保
険
料
の
平
成
24
年
度

「
学
生
納
付
特
例
」
の
申
請
受
付
は

４
月
末
ま
で
で
す
。
５
月
に
な
る
と

平
成
24
年
度
分
は
受
け
付
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
忘
れ
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
は
学
生
証
な
ど
在
籍
を
証

明
す
る
も
の
が
必
要
で
す
。
卒
業
な

ど
で
学
生
証
を
返
却
す
る
人
は
お
持

ち
の
間
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請

　
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る

も
の
（
学
生
証・在
学
証
明
書
な
ど
）・

年
金
手
帳
・
認
め
印
を
持
参
し
、
保

険
年
金
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
度
に
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
た
人
で
、
平
成

25
年
４
月
以
降
も
引
き
続
き
学
生
納

付
特
例
を
希
望
す
る
場
合
は
、
再
度

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
24
年
度
に
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
た
人
で
、
あ
ら
か
じ

め
在
学
予
定
で
あ
る
こ
と
を
把
握
で

き
た
人
に
対
し
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
３
月
下
旬
に
基
礎
年
金
番
号
な
ど

の
事
項
を
印
字
し
た
学
生
納
付
特
例

申
請
書
（
は
が
き
形
式
）
を
お
送
り

し
ま
す
。

　
引
き
続
き
在
学
中
の
場
合
は
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
返
送
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
に
つ

い
て
も
学
生
納
付
特
例
申
請
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
生
で
あ
る
こ

と
を
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
在
学
す
る
学
校
な
ど
に
変

更
が
あ
る
人
や
、
生
活
保
護
法
に
よ

る
生
活
扶
助
以
外
の
扶
助
も
し
く
は

失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
学
生
納
付

特
例
の
申
請
を
行
う
場
合
は
、
は
が

き
形
式
の
申
請
書
で
申
請
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
は
が
き
形
式
の
申
請
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
保
険
年
金
課
の
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
？

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料

の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
困
難
で
、
本
人
の

所
得
が
一
定
以
下
（※

）
の
場
合
、

申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

（※

）
所
得
基
準
額
（
申
請
者
本
人

の
み
）
１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
な

ど
の
数×

38
万
円
＋
社
会
保
険
料
控

除
な
ど

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
と
き

に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
承
認
か
ら
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
で
き

る
追
納
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度

目
以
降
に
追
納
す
る
と
、
当
時
の
保

険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
で
な
い
人
で
納
付
が

困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、
学
生
納
付

特
例
制
度
と
は
別
の
免
除
制
度
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
　
▽
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１

階
５
番
窓
口
）　
▽
堺
西
年
金
事
務

所
（
☎
０
７
２・２
４
３・７
９
０
０
）

「
学
生
納
付
特
例
」
申
請

忘
れ
て
ま
せ
ん
か
？ 

国
民
年
金
保
険
料

　市では、ごみの減量・リサイクルに取り組んでいる小売店
舗をエコショップとして認定し、ひろく市民や事業者に認知
していただくことで、環境貢献の意識高揚を図るとともに、
環境にやさしいライフスタイルの実現を目指しています。
　先月号に引き続き、第２弾として本市エコショップ登録店
であるダイエー泉大津店（☎33・4711）のエコな取り組み
を紹介します。
　お買い物にはぜひエコショップをご利用ください。また、
エコな取り組みをされている小売店は、市役所環境課にてエ
コショップ登録してください。
　
エコショップ登録店・ダイエー泉大津店の取り組み
▷レジ袋削減への取り組み
　お買い物時にマイバッグを持参し、レジ袋を辞退すると、
ハートポイントカードに２ポイント貯まります。500 ポイ
ント貯まると、500円分利用できます。

▷マイバッグ促進・レジ袋抑制運動に参加
　市と協働した「マイバッグ促進・レジ袋抑制運動」に当初
から参加し、ごみの減量や資源の節約および二酸化炭素の削
減に積極的に取り組んでいます。
▷資源化物の店頭回収
　ペットボトル・食品トレイ・アルミ缶・牛乳パックを店頭
で回収してリサイクルしています（写真）。
問合　環境課（市役所２階21番窓口）

←エコショップ登録店はこの
ステッカーが目印ですエコショップのご紹介

リサイクルに取り組んでいるお店

ダイエー泉大津店１階エ
レベーター前にある「資
源化物回収 BOX」
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下

「
シ
ル
バ
ー
」）
は
昭
和
57
年
４
月
に

会
員
総
数
85
人
で
任
意
団
体
と
し
て

発
足
し
、
翌
年
58
年
４
月
に
は
社
団

法
人
と
し
て
大
阪
府
知
事
の
認
可
を

取
得
、
そ
し
て
昨
年
４
月
に
設
立
30

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
平
成
23
年
４
月
に
は
公

益
社
団
法
人
へ
移
行
し
、
よ
り
公
益

的
な
事
業
の
推
進
を
目
指
し
、
現
在

で
は
会
員
数
約
１
０
０
０
人
と
な
り

ま
し
た
。
市
内
の
各
事
業
所
や
公
共

機
関
、
ご
家
庭
な
ど
の
各
方
面
で
高

齢
者
向
き
の
仕
事
を
請
け
、
地
域
に

親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
そ
し
て
ハ
ツ
ラ
ツ
シ
ル
バ
ー
青

年
隊
と
し
て
就
業
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
経
験

を
生
か
し
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
講
習

会
で
の
技
能
（
植
木
せ
ん
定
、
介
護

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
）
を
習
得
す
る
な
ど

し
、
意
欲
的
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
の
元
気
な
高
齢

者
は
就
業
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
貢

献
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

保
育
所
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
安
全

見
守
り
に
関
し
て
は
、
就
業
以
外
の

下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
、
平
成
23
年
度
で
の

べ
４
６
７
人
も
の
会
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
港
湾
美
化
ク
リ
ー
ン

作
戦
で
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は

１
８
８
人
が
、
そ
し
て
昨
秋
の
市
制

70
周
年
記
念
で
の
だ
ん
じ
り
パ
レ
ー

ド
後
の
沿
道
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
80
人
が
参
加
す
る
な
ど
、
会
員
や

役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
社
会

へ
の
貢
献
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

会
員
に
な
る
に
は

　
60
歳
以
上
の
市
民
で
、
健
康
で
働

く
意
欲
が
あ
り
、
入
会
説
明
（
新
入

会
研
修
）
を
受
け
、
セ
ン
タ
ー
の
主

旨
、
仕
組
み
な
ど
を
理
解
い
た
だ
い

た
人
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
会

で
き
ま
す
。
年
会
費
２
０
０
０
円
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
常
に
就
業
が
あ

り
、
収
入
の
保
障
が
あ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

３
月
の
入
会
説
明

日
時
　
３
月
15
日
㈮
　
午
後
１
時
30

分
〜

場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

問
合
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
・
１
０
０
７
）

お役に立ちます！
シルバー人材センター

こんな仕事を
お引き受けします！

60 歳以上で働く意欲のある皆さん！　60 歳や 70 歳はまだまだ
元気！　シルバー人材センターでは、健康で働く意欲のある高年
齢者に、知識・技能・経験を生かした、短期的な「就業の場」を提供し、
地域と連携して生活の充実や福祉の増進を目指している公共団体
です。シルバー人材センターに登録して、就業してみませんか？

◎専門技術分野
　パソコン指導、パソコンでの資料作成
◎事務分野
　経理・一般事務、毛筆筆耕、宛名書きなど
◎管理分野
　施設の監視管理、駐車・駐輪場などの管理
など
◎技能分野
　植木せん定・散布、ふすま・障子・網戸の
張り替え、大工、水道パッキンの取り替え、
住宅用火災警報器販売・取り付け、雨水タン
クの取り付け、刃物とぎなど
◎屋内外の一般雑務分野
　工場内外の軽作業、掃除，草刈り、草引き、
お墓の掃除、不要家具の搬出など
◎家事・福祉援助サービス
　家庭内の掃除、洗濯、買い物、留守番、通
院介助、入院の付き添いなど
◎子育て支援サービス分野
　短時間の子守り、幼稚園や学校の送り迎え
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港湾地区の清掃ボランティアに励むシ
ルバー会員。会員は地域社会に貢献す
るため、就業やボランティア活動など、
さまざまな分野で活躍しています

中高年向けの「無料」パソコン教室を開催！

包丁研ぎの
特価セールを行います！

ひざ関節痛でお悩みではありませんか？
無料講座「ひざ関節痛の予防と解消」を開きます

　シルバーでは、市の委託を受けて中高年の市民を対象に、パソコン教室を開催して
います。
　基本的な操作、文字入力などの文章作成を学ぶ初心者コースと、デジカメを活用し
たはがき（暑中見舞・喪中・年賀状）作成、ワードの中級、エクセルの初心者の各コー
スで、いずれも毎回好評をいただいています。コースごとに12人の受講生を抽選し、
１人１台用意されたパソコンを前に、真剣な眼差しで取り組んでいます。指導はシル
バーの登録会員でパソコン操作の熟練者が当たり、受講生と同年代ということもあり、
和やかに勉強ができ好評です。
　この教室は市内在住で全日程出席可能な 55 歳以上の人を対象に、今後も引き続き
開催する予定です。応募者が多数の場合は抽選になりますが、受講料は無料。講習後
グループ・個人を対象に訪問指導（有料）でサポートします。頭の体操に一度挑戦し
てみませんか。

　恒例の包丁研ぎ特価セールを行います。次
の刃物を研ぎますので、受け付け日にシル
バーへお持ちください。１週間程度お預かり
することになりますのでご了承ください。
受付日時　３月７日㈭、８日㈮　午前 10 時
～午後４時
返却日時　３月 14 日㈭、15 日㈮　午前 10
時～午後４時（シルバーへ引き取りにお越し
ください）
包丁研ぎの価格
▷菜切り包丁、ペティナイフ…400円
▷出刃・刺身包丁、牛刀…500円
※刃こぼれ、柄の取替えは別料金です

　シルバーの女性会員は、自分の子育
ての経験を生かし、若いお母さんたち
が安心して子育てができるようお手伝
いをしています。共働きの家庭や、産前産後の家事支援も行っ
ています。お気軽にご相談ください。
　また、ワーキングプラザ戎（戎小学校跡）では、親子で遊
べる「愛いあい（あいあい）広場」を月3回、月曜日に開設し、
親子とシルバー会員で和んでいます。子連れで自由に参加で
きます。ぜひ遊びに来てください。参加無料です。
シルバーの子育て支援サービスは…
▷保育所、幼稚園などの送迎や終了後のお子さんのお世話
▷土・日曜日や夏休みなどのお子さんのお世話
▷産前、産後のお子さんのお世話
▷冠婚葬祭や体調不良で育児のできないときの支援

　元気に歩き続けるために、ひざ関節についての
知識とストレッチ方法を学びます。
日時　3月27日㈬　午後２時～４時
場所　福祉センター3階研修室
対象　55歳以上の市民
定員　先着25人
申込・問合　シルバー人材センターへ

ワーキングプラザ戎で月３回開設し
ている子育てサロン「愛いあい広場」。
シルバー会員と若い親子連れで賑
わっています。利用は無料。ぜひ遊
びに来てください

シルバーのパソコン教室のようす。無
料ではがき作成やワード・エクセルが
学べるということもあり、毎回ご好評
をいただいています

子育て支援サービスが好評です！
ぜひご利用ください

港湾地区の清掃ボランティアに励むシ
ルバー会員。会員は地域社会に貢献す
るため、就業やボランティア活動など、
さまざまな分野で活躍しています
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春日墓地の壁画。「泉大津の自然」
をテーマにした作品です

まちに壁画を描きませんか？

　
３
月
１
日
㈮
か
ら
７
日
㈭
ま
で
、

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
を
迎
え
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
再
確
認

し
て
い
た
だ
き
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す
る

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
こ
の
時
期

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
火
災
な
ど
に
強
い
安
全
安
心
な
地

域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
防
火
防
災
意

識
を
高
く
持
ち
、
火
災
や
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
的
確
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

火
の
用
心
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

は
し
な
い

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い

④
着
衣
に
着
火
し
な
い
よ
う
火
（
コ

ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
）
に
近
づ

き
す
ぎ
な
い

⑤
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ

足
配
線
は
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い

悪
徳
な
訪
問
販
売
にご

注
意
く
だ
さ
い
！

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

化
に
便
乗
し
、不
適
正
な
価
格
や
「
設

置
し
な
い
と
違
反
だ
」「
消
防
署
の

方
か
ら
来
ま
し
た
」
な
ど
、
巧
み
な

言
葉
で
販
売
を
行
う
業
者
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
契
約
ま
た
は
購
入
し
た

日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は…

▽
消
防
職
員
、
市
職
員
が
訪
問
販
売

を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
場
所

を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う

▽
点
検
は
個
人
で
容
易
に
で
き
ま

す
。
業
者
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
即
決
は
や
め
ま
し
ょ
う

▽
購
入
を
検
討
し
て
い
る
な
ら
ば
、

事
前
に
見
積
も
り
を
と
り
、
工
事

内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

▽
安
す
ぎ
る
の
は
、
お
か
し
い
と
疑

い
ま
し
ょ
う

▽
罰
金
と
い
う
言
葉
に
動
揺
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
（
罰
金
は
あ

り
ま
せ
ん
）

問
合
　
消
防
署
予
防
係
（
☎
21
・
０

１
１
９
）

「
消
す
ま
で
は  

出
な
い
行
か
な
い 

離
れ
な
い
」

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
３
月
１
〜
７
日

統
一
標
語

まちに壁画を描きませんか？
「絵 の あ る ま ち づ く り」事 業

　地域の皆さんといっしょに公共施設の壁面などを活用し、
まち（市内）全体に壁画を残す試みの第４回として、前回に
引き続き、春日墓地の壁面に絵を描きます。
■ 親子参加者を募集します
絵のテーマは、泉大津の自然（草、花、虫、鳥、魚など）
①壁画制作の説明と下書き
日時　４月14日㈰　午後１時～３時　
場所　あすとホール　　持物　絵の具・色鉛筆など
②本番
日時　５月 12 日㈰　午前９時～午後４時（雨天順延の場合
19日㈰）　場所　春日墓地西側壁面約40ｍ（消防署の向かい）
持物　弁当・飲み物・軍手など
条件　①②とも参加可能で前回参加していない小学生以上の
親子　　定員　10組程度
■ 一般参加者を募集します
絵のテーマは、泉大津の四季（下絵はこちらで用意します）
①壁画制作の説明
場所　あすとホール　　日時　４月14日㈰　午後３時～５時

②壁画制作日（希望日のみの参加可能）
日時　５月６日㈪～11日㈯　午前10時～午後４時
場所　春日墓地西側壁面約40ｍ（消防署の向かい）
持物　弁当・飲み物・軍手など　　定員　15人
条件　①、②とも参加可能な大人
■ 共通事項
申込　３月 12 日㈫午前 10 時から電話または直接あすとホー
ルへ
　駐車場はありません。汚れてもよい服装でご参加ください。
問合　あすとホール（☎20・6778）

春日墓地の壁画。「泉大津の自然」
をテーマにした作品です

消防職員、市職員が住宅用火災
警報器などの訪問販売をするこ
とはありません！
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ひと

！！健康
大
作
戦

知ってトクする 元気になれる　知ってトクする 元気になれる　

ップアップ

津
中
学
校
の
か
た
わ
ら

に
「
大
阪
市
立
郊
外
助

松
小
学
校
　
助
松
学
園

　
跡
地
」と
記
さ
れ
た
石
碑
が
た
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
に
は
か
つ
て

「
助
松
学
園
」
と
い
う
大
阪
市
の
児

童
養
護
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。
戦

後
こ
こ
に
、
大
阪
大
空
襲
な
ど
で

両
親
や
身
内
を
失
っ
た
戦
災
孤
児

が
収
容
育
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
22
年(

１
９
４
７)

の
厚
生

省
調
査
で
は
浮
浪
児
は
３
万
５
０

０
０
人
を
数
え
、
昭
和
23
年(

１

９
４
８)

全
国
孤
児
調
査
で
は
、

全
国
の
孤
児
総
数
は
12
万
３
５
１

１
人
を
数
え
ま
し
た
。
戦
後
の
都

市
部
で
は
路
上
で
生
活
す
る
孤
児

が
あ
ふ
れ
、
収
容
施
設
の
整
備
は

急
務
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
阪

市
で
は
児
童
養
護
施
設
へ
戦
災
孤

児
の
収
容
を
進
め
ま
し
た
が
、
そ

の
一
つ
が
助
松
学
園(

昭
和
42
年

に
貝
塚
養
護
学
校
に
統
合)

で
し

た
。
昭
和
20
年
の
記
録
に
よ
る
と
、

男
児
６
人
、
女
児
４
人
、
合
計
10

人
の
戦
災
孤
児
が
助
松
学
園
に
在

学
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
松
之
浜
や
助
松
の
海
岸

は
松
林
が
つ
づ
く
砂
浜
で
、
風
光

明
美
な
こ
の
地
の
風
景
は
戦
災
で

傷
を
負
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
心
を

さ
ぞ
か
し
癒
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

戦
後
、
地
方
巡
幸
を
行
っ
た
昭
和

天
皇
は
戦
災
孤
児
施
設
を
精
力
的

に
訪
問
し
ま
し
た
が
、
昭
和
22
年

６
月
７
日
に
は
助
松
学
園
に
も
行

幸
し
ま
し
た
。
行
幸
の
際
、
天
皇

が
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
姿
や
、

美
し
い
松
林
を
歩
い
て
い
る
写
真

が
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　
戦
後
の
混
乱
期
が
過
ぎ
、
高
度

経
済
成
長
を
経
験
し
て
豊
か
に

な
っ
た
今
日
の
日
本
は
、
孤
児
の

数
は
激
減
し
ま
し
た
。戦
争
で
守
っ

て
く
れ
る
べ
き
身
寄
り
を
な
く
し

た
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
行
わ
れ

て
き
た
児
童
養
護
の
あ
り
方
は
、

昨
今
で
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

虐
待
や
育
児
放
棄
な
ど
、
本
来
子

ど
も
を
守
る
べ
き
親
が
存
在
し
な

が
ら
、
親
か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
の

な
い
子
ど
も
が
増
加
し
て
い
る
と

い
う
現
実
は
、「
平
和
で
豊
か
な
時

代
」
の
矛
盾
で
す
。
は
た
し
て
孤

児
は
減
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う

疑
問
が
残
り
ま
す
。

　
戦
災
孤
児
は
な
く
な
っ
て
も
、

「
平
和
で
豊
か
な
時
代
の
孤
児
」
は

増
え
続
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、
社
会
環
境
や
家

庭
環
境
の
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
も

大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
親
の
子
ど
も
に
対
す
る

責
任
は
過
去
か
ら
か
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
親
は
、
昔
も
今
も
、

子
ど
も
を
守
れ
る
親
に
な
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も

を
守
っ
て
き
た
確
か
な
歴
史
が
、

こ
こ
泉
大
津
に
は
あ
り
ま
す
。

孤
児
の
ゆ
く
え

コラムのページcolumns stand

健康づくりに欠かせない
“健診 ”

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
人
が
等
し
く
持
っ
て
い
る

権
利
、「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
コ
ラ
ム
で
す
。

考
え
よ
う
・
人
権

　皆さんは健康診査（健診）を受ける習慣はお持ちですか？
学校や職場などは、1年に1回、健康診査が行われますが、
そのような機会がない人も、保健センターや医療機関で
健診を受けるようにしていますか？　今月は健診がテー
マです。

■健康診査で分かること
　健診の目的は、病気の早期発見です。これは、人の体
は病気などから体の調子を守るための力「治癒力」を持っ
ているため、症状を感じることが遅くなることがあります。
健康診査では普段自分でみることのできない体の内側の
状態をチェックすることで、そういった自覚症状が出る
前に体からの注意信号を知ることができるのです。

■本当に大事なのは健診の後！

　健診を受けた後に出る結果を見たあと、皆さんはどう
していますか？　実はここがとても大切なポイントです。
健診結果には自分の体からのメッセージがたくさんのっ
ています。出てきた数値が以前より高いのか低いのか、
基準の範囲から出ているのかいないのか、体はきちんと
今の状態を検査の数値として、あなたに教えてくれます。
このメッセージに対してきちんと応えてあげること、そ
れが健康づくりの第1歩となります。

　健康づくりの方法は一人ひとり違いますが、実際に行
動に移さないと効果がないことは共通しています。
　春は始まりの季節。ひとつしかない大切な体と、自分
にしか守れない健康をあらためて意識して、健康づくり
をスタートしてください。そのためにもまずは健診を受
けましょう。

コラム

小

13 広報いずみおおつ　平成25年3月号
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の話題 まち
Izumiotsu  Town  Topics

saycheese!!

泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真とともに
お届けします。 

指定文化財以外で認定する「泉大津ふるさと文化遺
産認定制度」にもとづき、市文化財保護委員会は1月
23日付けで「泉穴師神社合祀殿」「板原菅原神社跡」
を認定しました。泉穴師神社合祀殿は、明治41年
（1908）年に泉穴師神社へ合祀された板原菅原神社の
社殿で、板原菅原神社跡は、現泉穴師神社合祀殿が建
っていた跡地です。神社合祀前の社殿が現存し、旧社
地が地域で保存されている市内でも貴重な文化財です。

2つ文化財が新たに「泉大津ふるさと文化遺産」に認定

域で保存される貴重な文化財地

鬼 市内各保育園で豆まき

は、めっちゃこわいぞ!!
2月1日、条東保育所の園児たちが豆まきを
行いました。
園児たちは、教室で先生から節分の行事につ
いてのお話を聞いたのち、園庭に集まって豆ま
きを開始。赤鬼・黒鬼が現れると、子どもたち

は、あまりの怖さに「鬼は外！福は内！」と叫
びながら豆をぶつける子や、泣いてしまって、
ずっと先生にしがみついていた子などさまざま
な表情を見せていました。

泉穴師神社合祀殿

板原菅原神社跡

15 広報いずみおおつ　平成25年3月号

Izumiotsu  Town  Topics

１月29日、平成24年度「フカキ夢・ひとづくり賞」
が社団法人泉大津青年会議所に送られました。この賞
は、深喜毛織㈱からの寄付金をもとに実施しているも
ので、市の発展向上に寄与する人材の育成を目的とし
て贈られるものです。
泉大津青年会議所は、ひまわり大作戦を通じて、笑

顔と活気あふれる活動として、人と自然、市民同士の
ふれあいを育むなど、本市における地域づくりに多大
な貢献をされたことが認められました

「フカキ夢・ひとづくり賞」受賞者が決定

域づくりに多大な貢献を評価地

２月４日市役所大会議室で、泉大津警察の全面的な
協力により市職員を対象とした防犯講習を実施しまし
た。
内容は、不審者の侵入などトラブル時の対応方法、

事件発生の緊急通報時に警察や救急車が到着するまで
の間の対処方法、来庁者の安全や自分の身を守る方法
などの具体的な話や、簡単な護身術を実践で学びまし
た。参加した職員は、今後の窓口対応に大いに役立つ
と真剣な表情で受講していました。

市職員を対象とした防犯講習を実施

身術を実践で学びました護

市制70周年記念として、㈱本家さぬきやから、はやぶ
さ親子３体のモニュメントの寄贈を受けました。
これは、市内のホテルではやぶさが営巣し、子育てをし
ていることにちなんだもので、はやぶさが日本庭園と共に
市民の皆さんの憩いの場となることを願い、東雲公園内に
設置しました。

はやぶさ親子３体のモニュメントの寄贈を受ける

雲公園内に設置しました東

消防本部では、1月26日の「第59回文化財防火デー」
にちなみ、市内の泉穴師神社で自衛消防隊と合同による消
防訓練を実施しました。
訓練は、拝殿付近から出火したとの想定で神社から消防
署に119番通報、氏子で編成した自衛消防隊が境内に設置
された屋外消火栓と放水銃を使用し、初期消火を行いまし
た。一方、消防本部からもはしご車など消防車３台と署員
10人が出動、拝殿に向かって一斉放水し建物を水幕で包
み込みました。また、訓練終了後、電気設備や自動火災報
知設備などの検査も行われました。

泉穴師神社で文化財消防訓練を実施

衛消防隊と消防本部が合同で訓練自
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こ ち ら 消費生活相談室
し ょ う ひ せ い か つ そ う だ ん し つ

日常生活での商品の購入やサービス
利用にともなうトラブル、契約など
の問題を解決するためのページです。

( )Let’ s be
 a smart consumer!

相談
事例

事
例
は
、
振
り
込
め
詐
欺
の
典
型

的
な
手
口
「
還
付
金
詐
欺
」
で
す
。

還
付
金
詐
欺
と
は
、
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
誘
導
し
、
還
付
金
を
受
け
取
る
手

続
き
だ
と
だ
ま
し
て
、
お
金
を
振
り

込
ま
せ
る
犯
罪
で
す
。

〈
還
付
金
詐
欺
の
手
口
〉

①
公
的
な
機
関
（
税
務
署
や
社
会
保

険
事
務
所
、
市
役
所
な
ど
）
の
職

員
を
装
い
電
話
を
か
け
て
く
る

②
還
付
金
の
手
続
き
の
た
め
と
言

い
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
す
る

③
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
電
話
を
か
け
る
よ
う

指
示
す
る

④
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
、
お
金

を
振
り
込
ま
せ
る

〈
還
付
金
詐
欺
の
特
徴
〉

◇
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
る

◇
最
近
は
、
金
融
機
関
の
振
り
込
め

詐
欺
対
策
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
、
比
較
的
操
作
が
周
囲

か
ら
見
え
に
く
い
場
所
へ
誘
導
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る

◇
還
付
金
な
ど
の
手
続
き
を
「
今
日

中
」
な
ど
と
言
っ
て
、
急
が
せ
、

冷
静
に
考
え
る
時
間
を
与
え
な
い

◇
「
還
付
金
の
手
続
き
に
必
要
」
な

ど
と
言
い
口
座
番
号
な
ど
を
聞
き

出
す
手
口
も
あ
る

〈
振
り
込
め
詐
欺
の
例
〉

◇
市
役
所
の
職
員
を
名
乗
る
人
物
か

ら
「
医
療
費
の
還
付
金
の
は
が
き

を
送
っ
た
が
連
絡
が
な
い
の
で
電

話
を
し
た
。
ま
だ
手
続
き
が
終
わ

っ
て
い
な
い
の
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
受

け
取
れ
る
よ
う
手
続
き
し
、
通
帳

と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
携
帯
電

話
を
持
っ
て
市
内
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行

き
、
そ
こ
で
指
定
の
電
話
番
号

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
に
電
話
を

か
け
る
よ
う
に
」
と
電
話
が
あ
っ

た
。
消
費
者
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
き
、

指
定
さ
れ
た
電
話
番
号
に
電
話
を

か
け
指
示
さ
れ
る
ま
ま
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
し
た
。
消
費
者
は
後
日
、

通
帳
記
入
を
し
て
、
口
座
か
ら
数

十
万
円
を
振
り
込
む
操
作
を
さ
せ

ら
れ
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た

◇
警
察
官
を
名
乗
る
人
物
か
ら
「
振

り
込
め
詐
欺
の
犯
人
を
逮
捕
し
た

が
、
あ
な
た
の
口
座
が
悪
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
預
金
が

下
ろ
せ
な
く
な
る
の
で
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
作
り
替
え
る
必
要

が
あ
る
。
新
し
い
カ
ー
ド
を
作
る

の
で
カ
ー
ド
を
預
か
ら
せ
て
ほ
し

い
。
今
か
ら
銀
行
協
会
の
者
を
お

宅
に
向
か
わ
せ
る
。
暗
証
番
号
を

教
え
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、
訪

問
し
て
き
た
銀
行
協
会
を
名
乗
る

人
物
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡

し
て
し
ま
っ
た

ー
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
ー

①
公
的
な
機
関
が
、
突
然
電
話
を
か

け
て
き
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指

示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
不
安
が

あ
る
場
合
、
個
人
名
の
電
話
帳

（
ハ
ロ
ー
ぺ
ー
ジ
）
の
掲
載
を
や

め
る
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
一
日
の
利

用
限
度
額
を
低
く
設
定
す
る
（
取

引
先
の
金
融
機
関
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
）
な
ど
の
対
策
を
考
え
る

③
振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
は
、
日
々

巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

不
審
に
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
信
頼
で

き
る
家
族
や
公
的
な
相
談
機
関
に

相
談
す
る

※
消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
こ
と

は
、
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
月

〜
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

市
水
道
局
を
語
り
「
水
道
料
金
が

未
納
に
な
っ
て
い
る
」
と
訪
問
し
、

お
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
が
市
内
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
水
道

料
金
の
訪
問
に
よ
る
集
金
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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公
的
機
関
が
、
突
然
電
話
を
か
け
て
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
操
作
を
指
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

市役所の職員を名乗り「医療費の還付金が発生したので市内のＡＴＭ
へ行き、指定の電話番号に電話をかけるように」と電話がかかってき
た。不審に思い市役所に電話で問い合わせをしたら、還付金発生の事
実はなかった。

市役所職員をかたった電話でＡＴＭ操作を指示された

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
写
真

と
住
所
・
名
前(

ふ
り
が
な)

・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
保
護
者
の
ひ
と
こ
と
を
添
え
、郵
送（
〒
５
９
５
ー

８
６
８
６
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

city.izum
iotsu.osaka.jp

）
で
秘
書
広
報
課
ま
で
。

募 集

NEW FAC
E!! 泉大津在住のかわいい

子どものスナップです。

保
護
者
の
ひ
と
こ
と 

元気でーす！ 

おおつっこ
阪
口
凜
ち
ゃ
ん

さ
か
ぐ
ち
り
ん

ママとpapaの宝物！ いつま
でも兄妹仲良くね！

（末広町）

平
成
24
年
３
月
15
日
生

阪
口
蒼
汰
郎
ち
ゃ
ん

さ
か
ぐ
ち
そ
う
た
ろ
う

平
成
22
年
７
月
21
日
生
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Mayor's
Work

1・2月の主な動き

市長の
う ご き

●1月29日㈫
平成24年度「フカキ夢・ひとづ
くり賞」が社団法人泉大津青年会
議所に送られました。伊藤市長は、
受賞者に対して「地域が協力しあ
える活動を今後も続けてほしい」
と語りました。

●2月6日㈬
MOA美術館児童作品展書写の部
（第4学年）で文部科学大臣奨励賞
を受賞した会亀莉帆（条南小4年）
さんと、絵画の部で銀賞を受賞し
た雪本颯（条東小4年）さんが、
伊藤市長に報告に訪れました。

●2月22日㈮～3月21日㈭
市議会第１回定例会（市役所５階）
●9日㈯
泉大津市医師会附属看護高等専修
学校卒業式（同校４階）
●17日㈰
オリアム随筆賞表彰式（テクスピ
ア大阪）
●24日㈰
カルチャースコール市制70周年
記念国際フォーラム（テクスピア
大阪）
●27日㈬
泉大津市・和泉市墓地組合議会
（市役所３階）
●30日㈯
教育委員会表彰式（テクスピア大
阪）

◆土器づくり（毎月実施）
日時／3月13日㈬　午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着8人　参加費／
300g300円～　申込／3月6日㈬午前10時から電話予約
◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／3月30日㈯　午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着4人（中学生以
上）　参加費／1人30gまでは500円、30g以上は600円　申込／3月6日㈬午前10時か
ら電話予約
◆史跡公園エコツアー
日時／3月10日㈰　午後1時30分～（受付午後1時～）　定員／先着20人　参加費／無料
講師／青山政利氏（近畿大学理工学部准教授）　内容／縄文・弥生時代の環境と暮らしに
ついての講演 申込／電話予約受付中
◆小・中学生のためのガラス玉講座
日時／3月23日㈯　①午前10時～、②午前11時～、③午後1時30分～、④午後2時30分
～　定員／各回先着4人（小学4年～中学3年）　参加費／500円　申込／3月7日㈭午前
10時から電話予約
なお、詳細は弥生学習館へ。

織編館歴史民俗文化事業　企画展「ふるさとの民具Ⅱ～くらしの中の工芸～」
期間／～3月12日㈫（ただし水曜日休館）　場所／企画情報展示室　内容／衣食住を主と
した昭和中ごろまでの日常道具の展示
◆手織り体験「裂織」
日時／3月25日㈪、28日㈭、29日㈮、31日㈰　午前10時～午後3時30分　場所／体験
学習室　定員／各日先着4人　費用／受講料100円、材料費1,000円/m 持物／よこ糸に
使用する布をあらかじめ裂いて持参　講師／織編館手織りボランティアの皆さん 申込／3
月1日㈮午前10時から電話にて織編館へ
◆手織り体験講座「ループ組ひも体験～道具を使わず自分の指で～」
日時／3月9日㈯　午後1時～3時（受付午後0時30分～） 場所／織編館ギャラリー 対
象／組ひもづくり初めての人および小学3～中学3年生（保護者いっしょの参加大歓迎）
定員／先着30人　費用／500円（受講料・材料費含む）　講師／川邉千佳代氏、依田章子
氏、日根孝子氏　申込／電話にて織編館へ（広報いずみおおつ2月号に掲載済み、すでに定
員に達している場合あり）
織編館ギャラリーの催し
◆文化協会作品展
期間／3月21日㈭～26日㈫　内容／洋画・日本画・書・写真・俳句・短歌・陶芸・生け
花・手芸など 約190点
◆キルトサークル・ピース
期間／3月29日㈮～31日㈰　内容／パッチワーク作品展　約100点
なお、詳細は織編館へ

織編館
おり   あむ   かん 蕁 31・4455　薨 31・4457

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 蕁 20・1841　薨 20・1866
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

3 月の主な予定
※(　) 内は場所
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近年、10～20代で麻しんが流行し
たことについて、より強い抗体をつけ
るため、平成20年4月から5年間の時
限措置で中学校1年生もしくは高校3
年生相当の人に1回麻しん風しん混合
予防接種を行っています。その他、定
期予防接種として、第Ⅰ期、第Ⅱ期の
人も対象者として行っています。
第Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ期の接種期間は、3月

末までです。なるべく早めに接種しま
しょう。
対象者 ▷第Ⅰ期…生後12か月（満1
歳）～24か月（2歳）未満　▷第Ⅱ期
…小学校入学前の1年間（平成18年4
月2日～平成19年4月1日生まれ）
▷第Ⅲ期…中学1年生に相当する年齢
の人（平成11年4月2日～平成12年

4月1日生まれ）　▷第Ⅳ期…高校3年
生に相当する年齢の人（平成6年4月2
日～平成7年4月1日生まれ）
第Ⅰ・Ⅱ期の予診票は実施医療機関

で準備しています。第Ⅲ・Ⅳ期の対象
になる人には、すでに平成24年3月末
に説明書・予診票を個別送付していま
す。予診票が届いていない人は、保健
センターまでお問い合わせください。
なお、第Ⅲ・Ⅳ期については、今年

度で終了です。

■肝炎ウイルス検査（要電話予約）
■エイズ・クラミジア検査と相談
■こころの健康相談（要電話予約）
■井戸水など飲料水の水質検査（予約
制・有料）

■飼えなくなった犬の引き取り（有料）
■住居衛生相談
■CD・DVDなどの貸し出し（健康づ
くり）

のページ 保健、医療にまつわる情報など、
健康づくりに役立つお知らせです。

問い合わせ

●保健センター　蕁33・8181
開館時間　午前8時45分～午後5時15分

●市立病院　蕁32・5622

※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）

Ｈ24年11月11日～
Ｈ24年11月30日生

3月27日㈬

Ｈ24年10月21日～
Ｈ24年11月10日生

9か月～1歳未満

Ｈ21年8月生

3月14日㈭

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布

3月19日㈫

4月2日㈫
午後0時45分・1時30分
4月2日㈫
午後2時30分～3時

4月2日㈫
午後2時30分～4時
4月2日㈫
午前10時30分～11時30分
※4月2日㈫
午前10時～10時30分

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

就学前の乳幼児

Ｈ24年8月生

3月12日㈫、19日㈫、
4月9日㈫
午後2時30分～4時

1か月～8か月未満
の親子

1～3歳

7か月～1歳未満
の親子

場　所　保健センター 場　所　保健センター

Ｈ23年9月1日～
Ｈ23年9月20日生 4月9日㈫

Ｈ23年8月11日～
Ｈ23年8月31日生 3月12日㈫

4月2日㈫
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

毎週火・金曜日
午前9時～正午
3月19日㈫
午前9時30分～11時

　健康相談・育児相談などの電話相談も受け付けています。
　日程　月～金曜日(祝日を除く)　時間　午前8時45～午後5時15分

保健センター

保健センター

Ｈ24年10月生 午後１時15分～１時30分

3月28日㈭
3月26日㈫

Ｈ23年3月生
Ｈ22年9月生

3月18日㈪

場所　保健センター　受付時間　午後0時50分～1時20分。午後2時30
分ごろ終了予定　持物　歯ブラシ・母子手帳・お茶（2歳6か月児のみ50円
切手、筆記用具）　※今月都合の悪い場合は来月でも可（予約不要）

3月21日㈭Ｈ22年2・3月生

乳児後期健診

3歳6か月児健診

7か月児相談

乳幼児育児相談会
（身体計測・相談）

1・2・3のみんなの広場
(親子同士の交流・相談)

赤ちゃん広場
(親子同士の交流・相談)

※タッチケア
(赤ちゃんマッサージ)

ぴよぴよくらぶ
(親子同士の交流・相談)

　乳幼児健診

　育児相談

4か月児健診

1歳6か月児健診

ほっと一息まんま・食のサロン
（食に関する相談・アドバイス）

一般健康相談
（予約不要）
歯科・栄養相談
（予約制）

　健康相談

2歳児
2歳6か月児

　よい歯を育てる会（歯科健診）

　ベビーCooking（離乳食講習会）

日　　時場　　所相  談  名

日　　程対　　象

受付時間対　　象日　　時

対　　象 日　　程

日　　時

健  診  名

対　　象相  談  名

3歳児

子育てを中心とした、さまざまな相談や健康診査
実施日の一覧です。

各種相談・健診の日程表

18

麻しん風しん混合（MR）予防
接種を受けましょう 

和泉保健所案内
蕁41・1342

非
常
事
態
!!

急
病
!!

いざ！というときの連絡先 HEA
LTH

 

＆ 
HOSPITAL 健康

市
立
病
院
ス
タ
ッ
フ
コ
ラ
ム

健
康
・
予
防
の
ハ
ナ
シ

ち
ょ
っ
と

耳
よ
り
な
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蘚三種混合・二種混合・MR（麻しん
風しん混合ワクチン）・日本脳炎・不
活化ポリオ・四種混合
市内協力医療機関で個別接種。詳細

は、広報いずみおおつ４月号平成24
年度母子保健日程表をご覧ください。
不活化ポリオについては、同9月号、
四種混合については、同11月号をご
覧ください。
蘚BCG接種
実施日 3月11日㈪、22日㈮
受付時間 午後1時～2時30分
場所 保健センター
対象 生後6か月未満
集団接種については、当日は体温を

測定し、母子健康手帳と予診票をお持
ちください。予診票は保健センターに
も用意しています。
蘚平成25年4月1日からBCG予防接種
の対象者が変更になります
対象者 後3か月～1歳未満（標準的
な接種期間は、生後5～8か月）

蜴3月20日豢 柿本歯科（田中町１－
６　☎21・8148）
診療受付時間は午前９時30分～11
時30分、午後１時～４時で、初診料
が必要です。受診の際は必ず電話で確
認のうえご来院ください。事情で担当
歯科医院を変更する場合や、診療を中
止するときがあります。歯科医院に電
話がつながらないときは市消防本部
へ。

日程 ４月８日㈪、22日㈪、５月13
日㈪、20日㈪
対象 出産予定日が８～10月の人
申込 3月１日㈮から保健センターへ
なお、お子さん連れの参加は、ご遠

慮ください。

15歳未満（中学生まで）のお子さ
んが休日に病気になった場合は、標記

センター（岸和田市荒木町1－1－51
蕁072・443・5940）をご利用く
ださい。受け付けは、土曜日の午後5
時～10時、日曜日・祝日、年末年始
（12月29日～1月3日）は午前9時～
午後10時です。ただし、正午～午後1
時と午後4時～5時は、受け付けでき
ません。なお、休日の救急に関しては、
市消防本部へ。

本市では平成22年３月、泉大津市
食育推進計画を策定し、「食でつなが
る　人・未来」を基本理念に食育推進
に取り組んでいます。今回、より多く
の皆さんに市の食育の取り組みについ
て知ってもらうため、食育展を開催し
ます。
日時 ３月19日㈫～29日㈮　午前８
時45分～午後５時15分（29日㈮は
午前８時45分～正午までの展示）
場所 市役所１階ロビー
内容 パネル展示、本市の食育に関す
る取り組み、簡単レシピ紹介

予防接種のお知らせ

特
に
原
因
が
な
く
、
肩
が
痛

い
、
肩
が
挙
が
ら
な
い
、
と
い

っ
た
症
状
で
診
察
に
来
る
人
が

い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

「
五
十
肩
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

五
十
肩
と
は
、
肩
関
節
を
構
成

し
て
い
る
上
腕
骨
と
肩
甲
骨
を

つ
な
い
で
い
る
筋
肉
の
腱
性
部

分
（
腱
板
）
の
炎
症
の
た
め
、

痛
み
が
生
じ
、
肩
関
節
の
動
き

が
悪
く
な
る
病
気
で
す
。
正
式

に
は
、
肩
関
節
周
囲
炎
と
言
い
、

50
歳
代
の
中
高
年
層
に
よ
く
発

生
す
る
こ
と
か
ら
五
十
肩
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

他
の
疾
患
を
識
別
す
る
た
め
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
を
行
い
ま
す
。
画
像
検
査
に

て
特
に
異
常
が
な
け
れ
ば
、
治

療
は
対
症
療
法
に
な
り
ま
す
。

急
性
期
は
、
運
動
時
痛
だ
け

で
は
な
く
、
夜
寝
て
い
る
と
き

な
ど
安
静
時
に
も
ズ
キ
ズ
キ
す

る
激
し
い
痛
み
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
無
理
に
動
か
す

必
要
は
な
く
、
肩
関
節
を
安
静

に
保
ち
、
消
炎
鎮
痛
剤
を
用
い

た
り
、
局
所
麻
酔
剤
や
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸
の
関
節
内
注
射
を
行
い
、

炎
症
を
抑
え
ま
す
。

慢
性
期
は
、
肩
の
動
く
範
囲

を
広
げ
る
た
め
に
、
消
炎
鎮
痛

剤
を
併
用
し
な
が
ら
、
動
か
し

て
い
き
ま
す
。
ア
イ
ロ
ン
体
操

と
言
わ
れ
る
五
十
肩
体
操
や
ス

ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
す
。
ま
た

肩
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
保
温
に

努
め
ま
す
。

痛
み
が
軽
快
す
る
ま
で
、
半

年
か
ら
１
年
ぐ
ら
い
要
す
る
人

も
い
ま
す
が
、
根
気
よ
く
治
療

を
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

整
形
外
科
　
岸
田
宗
久
医
師

「
五
十
肩
」
っ
て
な
に
？

たまごくらす（両親教室）
4・5月コース募集

泉州北部小児初期
救急広域センター

「食育展」のお知らせ

祝日歯科急病診療医院

●泉大津市消防本部　蕁21・0119
●泉州北部小児初期救急広域センター 蕁072・443・5940

●和泉保健所 蕁41・1342
●救急安心センターおおさか 蕁＃7119または06・6582・7119

※「救急安心センターおおさか」では、専門の相談
員・看護師・医師が常駐し、24時間体制で応急手
当の方法や病院での受診に関する助言を行います



司書のおすすめブックス。 
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図書館だより
推薦図書や新着本を紹介します。 蕁 32・0562

 日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

3
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

開館時間 → 午前 9時 30分～午後 7時（土・日曜日、祝日は午後 5時まで）

と
し
ょ
か
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
あ
れ
こ
れ
。 

◆
ふ
る
さ
と
文
学
さ
ん
ぽ

大
阪

船
所
武
志

著

◆
も
ち
っ
こ
や
い
て

や
ぎ
ゅ
う
げ
ん
い
ち
ろ
う

作

◆
黒
ね
こ
ガ
ジ
ロ
ウ
の
優
雅

な
日
々

丘
修
三

作

大阪にゆかりの文学作品を集めた
アンソロジー。
町田康「くっすん大黒」、菊田一

夫「がめつい奴」、宮本輝「泥の河」、
与謝蕪村「春風馬堤曲」など、全
20作品を収録。

住吉3丁目にご主人夫婦と、3人
の子どもたちと暮らす黒ねこのガジ
ロウ。
でも、ガジロウには人間のやるこ
とは、どうもよくわからなくて…。
黒ねこガジロウの視点で描く、ちょ
っと辛口な人間観察小説。

北風くんたちや、あかおにくん、
ばっちゃんのまごたちがばっちゃん
ちに集まっておもちを焼いて食べよ
うとしています。
わらべうた「もちっこやいて」を
いっしょに歌ってみましょう。

◆
陽
子
の
一
日

南
木
佳
士

著

◆
別
れ
さ
せ
屋
の
恋

新
堂
冬
樹
　
著

◆
ヒ
ト
デ
の
星

北
野
勇
作
　
著

◆
お
も
か
げ
橋葉

室
麟
　
著

◆
甘
い
罠

鏑
木
蓮
　
著

◆
ク
ラ
ウ
ド
・
ア
ト
ラ
ス

上
・
下

D
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル

著

◆
紅
葉
街
駅
前
自
殺
セ
ン

タ
ー

光
本
正
記
　
著

◆
そ
れ
を
愛
と
ま
ち
が
え

る
か
ら

井
上
荒
野
　
著

◆
リ
カ
ー
シ
ブ
ル

米
澤
穂
信
　
著

◆
冬
の
旅

辻
原
登

著

◆
お
ひ
な
さ
ま
の
い
え

ね
ぎ
し
れ
い
こ

作

◆
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ぐ
る
ぐ

る

テ
ィ
ム
・
イ
ー
ガ
ン

作

◆
あ
わ
て
ん
ぼ
う
さ
ち
ゃ

ん
T
・
ナ
ッ
プ
マ
ン

作

◆
お
み
ま
い
、
お
こ
と
わ

り
？

ボ
ニ
ー
・
ベ
ッ
カ
ー

作

◆
ど
ど
の
ろ
う

穂
高
順
也

作

◆
ね
こ
の
た
か
ら
さ
が
し

さ
え
ぐ
さ
ひ
ろ
こ

作

◆
お
じ
い
さ
ん
の
し
ご
と

山
西
ゲ
ン
イ
チ

作

◆
道
は
み
ん
な
の
も
の

ク
ル
ー
サ

作

◆
妖
怪
一
家
の
夏
ま
つ
り

富
安
陽
子
　
作

◆
と
ん
か
つ
／
じ
ね
ん
じ

ょ

三
浦
哲
郎

著

◆
の
ぼ
り
う
な
ぎ

山
本
一
力
　
著

日
時

４
月
６
日
㈯
　
午

後
２
時
〜
３
時
18
分

「
忍
た
ま
乱
太
郎
　
忍
術

学
園
全
員
出
動
！
の
段
」

日
時

３
月
16
日
㈯
　
午

後
３
時
〜
（
約
30
分
）

※
毎
月
第
三
土
曜
日
の
午

後
３
時
〜

日
時

４
月
４
日
㈭
　
午

前
11
時
〜
（
約
60
分
）

※
毎
月
第
一
木
曜
日
の
午

前
11
時
〜

図
書
館
で
、
保
存
期
間

の
過
ぎ
た
古
い
雑
誌
を
差

し
上
げ
ま
す
。

日
時

３
月
24
日
㈰
　
午

後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所

図
書
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤

の
人
（
図
書
館
カ
ー
ド
ま

た
は
住
所
確
認
が
で
き
る

も
の
を
持
参
）

冊
数

同
じ
雑
誌
は
１
人

２
冊
ま
で
、
種
類
は
１
人

５
種
類
ま
で

20

01
新
着
一
般
書

02
新
着
児
童
書

05
お
は
な
し
会

03
録
音
図
書 

CD

07
古
い
雑
誌
の

リ
サ
イ
ク
ル

04

映
画
会

06
あ
か
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

お
は
な
し
会

　トレーニング室を利用するには講習
会を受講することが必要です。総合体
育館では、次の日程で講習会を開きま
す。

対象　15歳以上の人（中学生は不可）
定員　5人程度（21日は30人）
講習日の持物　250円（許可証を発行）・
縦 3cm× 横 2cm の顔写真・上靴・運
動のできる服装
申込　3月 24 日㈰午前 10 時から総合
体育館へ
　なお、3 月分も空きがあります。随
時申し込み可能です。

　日ごろの運動不足解消に、バドミン
トンをやってみませんか。経験者はも
ちろん、初めての人にも指導します。
一度見学にお越しください。

練習日時　毎週水曜日の午前中

　グラウンド・ゴルフ連盟主催の第８
回泉大津市民グラウンド・ゴルフ大会
を次のとおり開催いたします。
日時　４月 18 日㈭　受付午前８時 30
分～９時 10 分（雨天の場合は、４月
25日㈭）　
場所　古池公園運動場
参加対象　市内在住・在勤・在学の人
定員　120人
参加費　１人500円（当日徴収）
競技方法　個人戦３ラウンド（24 ホー
ル）ストロークマッチ
申込　４月５日㈮午後５時までに総合
体育館へ

早春の大阪梅田～空中庭園展望台～天
満宮と中之島の散策（電車）
日時　３月24日㈰　小雨決行
集合　午前９時に泉大津駅改札前（午
前９時19分乗車）
定員　先着50人
参加費　大人 2,500 円（交通費、入館
料含む）

持物　雨具、弁当、水筒、履き慣れた
靴
コース　泉大津駅⇒難波駅⇒梅田駅…
空中庭園展望台…ＨＥＰＦＩＶＥ観覧
車…大阪くらしの今昔館…天満宮…大
阪市立東洋陶磁美術館…なにわ橋駅⇒
中之島駅…大阪市立科学館…肥後橋駅
⇒難波駅⇒泉大津駅（午後５時 30 分
ごろ到着予定）
※⇒印は電車、…印は徒歩
申込・問合　３月 17 日㈰午前９時 30
分から総合体育館へ

　総合体育館では、下表のとおり平成
25 年度スポーツ教室の受講生を募集し
ます。
申込・問合　往復はがきに、①教室名、
②受講者氏名（ふりがな）、③電話番号
④新学年（子どものみ）、⑤硬式テニス
教室については経験年数（できるだけ
詳しく）を記入し、　3 月 15 日㈮必着
で、〒595－0013　宮町２－50　総合
体育館へ
　なお、返信用はがきにも住所・氏名
を記入のこと。はがき１枚で１教室１
人の申し込みが可能です。また、定員
を超えた場合は抽選します。

エンジョイ！
スポーツに関する募集やイベントなどのお知らせです。 (問合 ) 総合体育館＝蕁 33・1200

早春の大阪梅田散策

第８回　泉大津市民グ
ラウンド・ゴルフ大会

日　　時 日　　時
3 日㈬
11日㈭
16日㈫
24日㈬

午後 7時～
午後 7時～
午前 10時～
午後 3時～

5日㈮
13日㈯
21日㈰
26日㈮

午前 10時～
午後 3時～
午前 10時～
午後 7時～

4 月分日程表

楽しくバドミントンを
しませんか

トレーニング室
利用講習会（4月分）

平成25年度スポーツ
教室受講生募集

21 広報いずみおおつ　平成25年3月号

陸上教室
金曜日（祝日などを除く）
午後4時～5時30分（冬期5時まで）
古池公園運動場
50人

小学校3年生以上

雨天の場合、室内用運動靴が必要（総
合体育館にて行う）

3,000円（4～ 7月中受付）
2,000円（8～ 11月中受付）
1,000円（12～ 3月中受付）
市スポーツ推進委員協議会

ミニ・バスケットボール
土曜日（祝日などを除く）
午後6時～７時30分
条南小学校体育館
40人

小学校3～ 6年生

室内用運動靴

3,000円（4～ 7月中受付）
2,000円（8～11月中受付）
1,000円（12～3月中受付）
市バスケットボール連盟

前期硬式テニス
前期…4～ 9月の期間の金曜日
午後1時～ 3時（準備・片付けを含む）
総合体育館ほか（最終2回中央緑地）
前期30人
市内在住・在勤の初心者（テニス協会・連盟
主催の大会などに出場したことのない人）
ラケット（※有料の貸しラケットあり）
室内用テニスシューズ
（商品名にテニスシューズと明記のもの）

受講料…4,600円
（教材費および保険料含む）

増田仁孝ほか
※後期の募集は、9月に行います。

教 室 名

日 時

場 所
定 員

対 象

持 物

受 講 料

講 師
そ の 他

ス
ポ
ー
ツ
教
室

※各教室には希望者が加入できる保険制度があります。大人…1,860 円、子ども…810円。



第
一
回
オ
リ
ア
ム
随
筆
（
エ
ッ
セ

イ
）
賞
選
考
委
員
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に

迎
え
た
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
エ
ッ
セ

イ
の
楽
し
み
」
を
３
月
17
日
㈰
に
テ

ク
ス
ピ
ア
大
阪
で
開
催
し
ま
す
。

関
西
を
代
表
す
る
文
化
人
が
一
堂

に
会
し
て
の
豪
華
な
文
学
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
他
で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
貴
重
な
講
演
で
す
！

エ
ッ
セ
イ
を
書
く
人
も
そ
う
で
な

い
人
も
楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！な

お
、
受
賞
者
の
表
彰
式
も
併
せ

て
行
い
ま
す
。

日
時

３
月
17
日
㈰
　
午
後
２
時
〜

４
時

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

定
員

先
着
５
０
０
人

参
加
費

無
料

司
会
進
行

難
波
利

三
氏
（
オ
リ
ア
ム
随

筆
賞
選
考
委
員
長
）

パ
ネ
リ
ス
ト

眉
村

卓
氏
、
有
栖
川
有
栖

氏
（
以
上
オ
リ
ア
ム

随
筆
賞
選
考
委
員
）、

鶴
島
緋
紗
子
氏
（
作

家
）

問
合

地
域
経
済
課

（
泉
大
津
商
工
会
議

所
会
館
２
階
　
☎

51
・
７
６
５
１
）

桧
本
多
加
三
先
生
（
郷
土
史
研
究

家
、
郷
土
誌
「
堺
泉
州
」「
堺
人
」
編

集
長
）
を
お
招
き
し
、
歴
史
に
つ
い

て
楽
し
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。今

回
の
テ
ー
マ
は
「
幕
末
の
会
津

と
新
島
襄
」
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
９
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
（
午
前
９
時
45
分
か
ら
受

付
）

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

定
員

当
日
先
着
60
人

参
加
費

５
０
０
円
（
当
日
会
場
受

付
で
支
払
い
）

問
合

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
（
市
役

所
２
階
23
番
窓
口
）

南
公
民
館
の
ク
ラ
ブ
「
バ
ン
ビ
ー

ノ
」
で
毎
週
水
曜
日
の
午
前
中
、
明

る
く
楽
し
い
先
生
と
リ
ズ
ム
遊
び
や

遊
具
（
ボ
ー
ル
・
マ
ッ
ト
・
鉄
棒
な

ど
）
を
使
っ
て
、
お
子
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
楽
し
さ
を
全
身
で
表
現
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
や
お
別
れ
会
の
イ

ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

見
学
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
３
日
㈬
、
10
日
㈬
　
午

前
10
時
〜
11
時
（
表
記
日
程
以
降
も

随
時
受
け
付
け
可
）

場
所

南
公
民
館

対
象

１
〜
４
歳
の
親
子

会
費

月
１
５
０
０
円

持
物

上
靴
・
水
筒
・
タ
オ
ル
・
動

き
や
す
い
服
装

問
合

南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
）新

し
い
趣
味
と
し
て
、
ウ
ク
レ
レ

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
優
し
く
楽

し
い
指
導
で
、
初
心
者
で
も
一
曲
演

奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ウ
ク
レ
レ
を
お
持
ち
で
な
い
人
に

は
、
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
24
日
㈰
、
31
日
㈰
　
午

後
１
時
30
分

場
所

市
民
会
館
音
楽
室

定
員

20
人

参
加
費

１
０
０
円

講
師

桶
谷
康
二
氏

申
込
・
問
合

受
講
料
を
添
え
、
３

月
14
日
㈭
ま
で
に
市
民
会
館
（
☎
21
・

７
０
５
０
）
へ

運
転
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
講
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

人
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
場
所

▽
３
月
26
日
㈫
、
27

日
㈬
…
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
　
▽
28

日
㈭
…
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
▽
29

日
㈮
…
上
條
小
学
校

時
間

午
後
７
時
開
講
（
午
後
６
時

30
分
か
ら
受
付
）

な
お
、
小
学
校
に
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
。
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

問
合

土
木
課
（
市
役
所
２
階
22
番

窓
口
）

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!

22

オ
リ
ア
ム
随
筆
（
エ
ッ
セ
イ
）

賞
・
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
歴
史
こ
ぼ
れ
話
」
第
２
回

幕
末
の
会
津
と
新
島
襄

親
子
体
操
バ
ン
ビ
ー
ノ

見
学
会

ウ
ク
レ
レ
教
室

※H25年2月1日現在。
( ）は前月比

●総人口
76,966人 (－97人)
●女
39,993人 (－36人)
●男
36,973人 (－61人)
●世帯数
33,170世帯(－39世帯)
●面積
13.36 裄 (±0裄)

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

春
の
運
転
者
講
習
会

難波利三氏有栖川有栖氏 眉村卓氏

軽
度
認
知
障
が
い
を
み
つ
け
、
し
っ

か
り
と
認
知
症
予
防
を
し
よ
う
!!

で
き
る
こ
と
な
ら
認
知
症
の
発
症

は
先
送
り
し
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

そ
う
思
っ
て
い
る
あ
な
た
の
た
め
に
、

今
回
は
２
日
連
続
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時

３
月
28
日
㈭
、
29
日
㈮
　
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
（
１
回
の
み
の

受
講
可
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

60
歳
以
上
で
市
内
在
住
の
人

定
員

先
着
80
人

講
師

田
中
仁
氏
（
理
学
療
法
士
）

申
込
・
問
合

３
月
１
日
㈮
か
ら
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９

０
）
へ

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
の
こ
と
わ

ざ
の
と
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
知
識

が
あ
れ
ば
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
に
応
急
処
置
が
で
き
、
命
び
ろ
い

に
つ
な
が
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
講
習
を
含

め
た
普
通
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
消
防
署
か
ら
「
普

通
救
命
講
習
修
了
証
」
が
発
行
さ
れ

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
29
日
㈮
　
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人定
員

先
着
20
人

参
加
費

無
料

内
容

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
心
肺

そ
生
、
人
工
呼
吸
、
止
血
な
ど

講
師

市
消
防
本
部
救
急
救
命
士

申
込
・
問
合

３
月
５
日
㈫
か
ら
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・

１
３
９
３
）
へ
（
電
話
申
込
み
不
可
）

い
す
に
座
り
な
が
ら
の
簡
単
な
運

動
で
頭
も
体
も
ス
ッ
キ
リ
！
　
健
康

に
役
立
つ
情
報
も
た
っ
ぷ
り
！

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

お
好
き
な
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

▽
３
月
12
日
㈫
…
条

南
長
寿
園
　
▽
13
日
㈬
…
松
之
浜
長

寿
園
　
▽
19
日
㈫
…
東
港
長
寿
園

▽
21
日
㈭
…
東
助
松
長
寿
園
　
▽
26

日
㈫
…
穴
師
長
寿
園
　
▽
４
月
９
日

㈫
…
宇
多
長
寿
園
　
▽
10
日
㈬
…
助

松
長
寿
園

時
間

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
た
だ

し
穴
師
長
寿
園
、
松
之
浜
長
寿
園
、

助
松
長
寿
園
は
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
）

問
合

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階

６
番
窓
口
）

日
時

３
月
22
日
㈮
　
午
後
２
時
〜

４
時

場
所

泉
大
津
商
工
会
議
所

定
員

先
着
１
２
０
人

参
加
費

無
料

講
師

後
藤
謙
次
氏
（
政
治
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）

申
込
・
問
合

泉
大
津
商
工
会
議
所

（
☎
23
・
１
１
１
１
）、
ま
た
は
地
域

経
済
課
（
泉
大
津
商
工
会
議
所
会
館

２
階
　
☎
51
・
７
６
５
１
）
へ

手
話
を
必
要
と
す
る
聴
覚
障
が
い

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を

確
保
す
る
た
め
、
手
話
通
訳
活
動
を

行
う
「
手
話
通
訳
者
」
の
養
成
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

日
程
　
５
月
13
日
㈪
〜
平
成
26
年
３

月
10
日
㈪

場
所
　
和
泉
市
立
総
合
福
祉
会
館

対
象

府
内
に
在
住
・
在
勤
で
、
手

話
を
用
い
て
聴
覚
障
が
い
者
と
日
常

会
話
が
可
能
な
人
（
初
心
者
お
よ
び

府
の
手
話
通
訳
者
と
し
て
す
で
に
登

録
し
て
い
る
人
、
手
話
通
訳
士
と
し

て
活
動
し
て
い
る
人
は
受
講
不
可
）

定
員

30
人
（
受
講
判
定
試
験
あ
り
）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実

費
）

申
込
・
問
合

４
月
５
日
㈮
必
着
で
、

府
民
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
（
〒
５
４

０
ー
８
５
７
０
　
「
手
話
通
訳
者
養

成
講
座
」
係
　
☎
０
６
・
６
９
１

０
・
８
０
０
１
）
へ
受
講
申
込
書
を

郵
送
（
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

込
可
能
）

お
て
ん
の
う
会
館
で
は
、
こ
ど
も

将
棋
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
講
日

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

場
所

お
て
ん
の
う
会
館

対
象

小
学
３
〜
６
年
生

募
集
人
数

先
着
20
人

会
費

月
４
０
０
円
（
た
だ
し
、
３

か
月
分
を
一
括
払
い
）

申
込
・
問
合

４
月
２
日
㈫
〜
６
日

㈯
の
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
に
、
電

話
ま
た
は
直
接
お
て
ん
の
う
会
館
（
上

之
町
６
ー
２
　
☎
22
・
４
４
１
２
、
☎

22
・
６
９
７
３
　
是
角
こ
れ
か
ど
）
へ

韓
国
の
文
化
、
芸
能
な
ど
に
興
味

を
お
持
ち
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時

４
月
30
日
㈫
か
ら
毎
週
火
曜

日
（
全
12
回
）
　
午
後
６
時
〜
７
時

15
分

場
所

市
民
会
館
６
・
７
会
議
室

対
象

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

定
員

先
着
30
人

受
講
料

１
万
円
（
教
材
費
含
む
）

申
込
・
問
合

３
月
４
日
㈪
〜
４
月

25
日
㈭
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
韓

国
民
団
泉
州
支
部
（
☎
32
・
５
４
５

２
）
へ

市
内
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
重

度
障
が
い
児
の
嘱
託
介
助
員
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格

①
原
則
、
保
育
士
や
教

員
免
許
を
有
す
る
人
で
、
市
内
の
学

校
で
介
助
員
経
験
の
あ
る
人
　
②
平

成
25
年
４
月
１
日
現
在
で
60
歳
未
満

の
人
（
定
年
60
歳
）

勤
務
時
間

週
約
29
時
間

採
用
人
数

若
干
名

試
験
方
法

面
接

申
込
・
問
合

３
月
１
日
㈮
〜
11
日

㈪
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
指

導
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

23 広報いずみおおつ　平成25年3月号

認
知
症
予
防
教
室

救
急
救
命
講
座

（
普
通
救
命
講
座
）

楽
笑
会

（
ら
く
し
ょ
う
か
い
）

「
特
別
経
済
講
演
会
」

ど
う
な
る
日
本
の
政
治
と
経
済

こ
ど
も
将
棋
教
室

韓
国
語
講
座
初
級
（
入
門
）

平
成
25
年
度

府
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

平
成
25
年
度

嘱
託
介
助
員
募
集



(「
募
集
」
の
続
き
)

市
内
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
重

度
障
が
い
児
の
特
別
支
援
教
員
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

①
原
則
、
保
育
士
や
教

員
免
許
を
有
す
る
人
　
②
平
成
25
年

４
月
１
日
現
在
で
60
歳
未
満
の
人
（
定

年
60
歳
）

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時
15
分

採
用
人
数

若
干
名

試
験
方
法

面
接

申
込
・
問
合

３
月
１
日
㈮
〜
11
日

㈪
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
指

導
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

勤
務
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
26
年

３
月
31
日

勤
務
時
間

▽
ア
ル
バ
イ
ト
職
…
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
　
▽
パ
ー

ト
職
…
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
　
い

ず
れ
も
月
〜
金
曜
日
の
週
５
日
間
（
年

末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

勤
務
内
容

市
児
童
発
達
支
援
事
業

（
幼
児
・
親
子
教
室
）
に
お
い
て
、
発

達
に
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
（
主
に

２
、
３
歳
児
）
の
保
育
・
療
育
業
務

応
募
資
格

満
20
〜
60
歳
未
満
で
保

育
士
資
格
を
有
す
る
人

賃
金

▽
ア
ル
バ
イ
ト
職
…
日
給

７
７
８
０
円
　
▽
パ
ー
ト
職
…
時
間

給
９
７
０
円

申
込
・
問
合

履
歴
書
に
資
格
証
明

書
（
写
）
ま
た
は
資
格
免
許
（
写
）

を
添
付
し
、
児
童
福
祉
課
（
市
役
所

１
階
３
番
窓
口
）
へ

市
内
各
小
学
校
の
仲
よ
し
学
級
指

導
員
（
嘱
託
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

59
歳
ま
で

募
集
人
数

４
人

月
額
報
酬

12
万
６
１
０
０
円
（
初

年
度
）

試
験
方
法

小
論
文
お
よ
び
面
接

試
験
日

３
月
17
日
㈰
　
午
前
９
時

〜申
込
・
問
合

３
月
１
日
㈮
〜
11
日

㈪
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
・
返
却

不
可
）
を
生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３

階
）
へ

な
お
、
ア
ル
バ
イ
ト
（
臨
時
職
員
）

の
登
録
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
活
動
の
場
を
広
げ
て

み
ま
せ
ん
か
！
　
月
２
回
北
公
民
館

で
集
会
を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
幼
稚
園
年

長
か
ら
入
隊
で
き
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

問
合

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
大
阪
府
第

６
団
　
奥
出
（
☎
23
・
５
６
１
５
）

ぼ
く
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
野
外
活

動
・
奉
仕
活
動
し
ま
せ
ん
か
！
　
ス

カ
ウ
ト
活
動
を
通
じ
て
よ
り
豊
か
な

人
格
形
成
を
目
指
し
ま
す
。
小
学
２

年
生
か
ら
入
隊
で
き
ま
す
。

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
ス
カ
ウ
ト
も
募

集
し
ま
す
。
18
歳
以
上
の
人
で
、
青

少
年
育
成
・
野
外
活
動
に
興
味
の
あ

る
人
、
わ
た
し
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

活
動
し
ま
し
ょ
う
。

問
合

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
泉
大
津
第

１
団
　
河
越
（
☎
32
・
０
５
６
３
）

泉
大
津
市
吹
奏
楽
団
で
は
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
か
ら
社

会
人
ま
で
多
く
の
仲
間
と
吹
奏
楽
を

通
じ
交
流
の
場
を
広
げ
ま
せ
ん
か
？

高
校
生
以
上
の
楽
器
経
験
者
、
新

し
く
高
校
生
に
な
っ
た
人
、
引
っ
越

し
て
き
て
楽
器
を
持
っ
て
い
て
吹
く

と
こ
ろ
が
な
い
人
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
！
　
パ
ー
ト
に
よ
っ
て
は
楽

器
の
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
。

練
習
日
時

毎
週
火
・
土
曜
日
　
午

後
７
時
〜
９
時

練
習
場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

団
費

▽
社
会
人
…
１
か
月
２
０
０

０
円
　
▽
高
校
・
大
学
生
…
１
０
０

０
円

■
練
習
見
学
会

日
時

３
月
30
日
㈯
　
午
後
７
時
〜

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

当
日
は
練
習
見
学
と
入
団
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
練
習
日

の
見
学
は
随
時
可
能
で
す
。

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）、

泉
大
津
市
吹
奏
楽
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
http://w
w
w
.ican.zaq.ne.jp/e

udji505/icb.index.htm
l）

市
内
在
住
で
原
則
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
、
シ
ル
バ

ー
に
登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
毎
月
入
会
説
明
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

日
時

３
月
15
日
㈮
　
午
後
１
時
30

分
〜

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
０
０
７
）

平
成
25
年
度

特
別
支
援
教
員
募
集

ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
保
育
士

（
臨
時
職
員
）
募
集

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

24

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
募
集

仲
よ
し
学
級
指
導
員
募
集

（
非
常
勤
嘱
託
員
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
募
集

泉
大
津
市
吹
奏
楽
団

団
員
募
集
！

「広報いずみおおつ」広告募集（有料） 
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。 
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合
わせください。 

○広告サイズ…幅 183袢×高さ 49袢（1色刷り） 
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。 
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。 
 

申込・問合　　合同会社 IM総合企画　蕁 072・242・7997　薨 072・296・7375 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

次
の
と
お
り
公
園
墓
地
の
使
用
者

を
募
集
し
ま
す
。

申
込
用
紙
交
付
期
間

４
月
９
日
㈫

〜
12
日
㈮

申
込
期
間

４
月
23
日
㈫
〜
26
日
㈮

申
込
資
格
者

平
成
24
年
４
月
26
日

ま
で
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
で
、

直
系
２
親
等
以
内
の
親
族
ま
た
は
配

偶
者
の
遺
骨
が
あ
り
、
墓
地
の
な
い

人使
用
資
格
お
よ
び
区
画
場
所
の
抽
選

５
月
21
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
市
役
所

３
階
大
会
議
室

募
集
区
画

新
区
画
…
18
区
画

区
画
の
大
き
さ

１
・
76
㎡
（
間
口

１
・
１
ｍ
×
奥
行
１
・
６
ｍ
巻
石
含

む
）

永
代
使
用
料

56
万
円

管
理
料

１
万
３
０
０
０
円
（
年
２

６
０
０
円
を
５
年
分
一
括
納
付
）

永
代
使
用
料
・
管
理
料
の
納
付
期
限

５
月
28
日
㈫
〜
６
月
７
日
㈮

使
用
開
始
日

６
月
25
日
㈫
（
使
用

許
可
証
の
交
付
日
）
か
ら

申
込
・
問
合

市
民
課
（
市
役
所
１

階
４
番
窓
口
）
へ

な
お
平
成
25
年
度
中
に
、
泉
大
津

市
、
和
泉
市
墓
地
組
合
が
管
理
す
る

春
日
墓
地
に
つ
い
て
も
、
遺
骨
が
あ

り
墓
地
の
な
い
人
を
対
象
に
、
区
画

募
集
を
行
う
予
定
で
す
。
詳
細
は
、

後
日
広
報
い
ず
み
お
お
つ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

府
で
は
、
第
13
回
大
阪
府
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
な
ど

▽
陸
上
競
技
…
５
月
12

日
㈰
　
万
博
記
念
競
技
場
　
▽
水

泳
・
卓
球
…
５
月
18
日
㈯
　
府
立
門

真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
な
み
は
や

ド
ー
ム
）
　
▽
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
…
５
月
19
日
㈰
　
府
立
障
が
い
者

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
（
フ
ァ
イ
ン
プ

ラ
ザ
大
阪
）
　
▽
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身

体
障
が
い
者
の
み
）
…
５
月
19
日
㈰

浜
寺
公
園
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
　
▽
ボ

ウ
リ
ン
グ
（
知
的
障
が
い
者
の
み
）

…
５
月
25
日
㈯
　
新
大
阪
イ
ー
グ
ル

ボ
ウ
ル

申
込
・
問
合

３
月
14
日
㈭
ま
で
に

障
が
い
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
10
番

窓
口
）
へ

■
25
年
度
『
マ
ー
ヤ
の
広
場
』
前
期

会
員
募
集
（
季
節
に
合
わ
せ
た
遊
び

を
親
子
で
楽
し
む
子
育
て
広
場
）

友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
体
を
動

か
す
こ
と
や
、
遊
び
を
通
し
豊
か
な

経
験
を
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。
ア
ン
ビ
ー
の
広
い
ホ
ー
ル

で
、
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
お
も
ち

ゃ
で
遊
ん
だ
後
、
発
達
に
応
じ
た
造

形
遊
び
や
運
動
遊
び
、
音
楽
遊
び
な

ど
毎
回
テ
ー
マ
を
か
え
て
活
動
し
ま

す
。
手
遊
び
、
歌
遊
び
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
組
み
入
れ
ま
す
。

日
時
・
内
容

▽
５
月
23
日
㈭
…
は

じ
め
ま
し
て
の
集
い
　
▽
６
月
27
日

㈭
…
七
夕
祭
り
　
▽
７
月
18
日
㈭
…

粘
土
で
遊
ぼ
う
　
▽
９
月
26
日
㈭
…

大
き
な
紙
に
お
絵
か
き
　
い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
11
時
45
分
ご
ろ

対
象

平
成
22
年
４
月
２
日
〜
23
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者

定
員

親
子
24
組
48
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

費
用

２
０
０
０
円
（
会
費
・
保

険
・
教
材
費
・
お
や
つ
代
な
ど
）

■
25
年
度
『
な
か
よ
し
広
場
』（
園
庭

開
放
）
会
員
募
集
（
ア
ン
ビ
ー
の
芝

生
の
庭
で
親
子
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む

子
育
て
広
場
）

日
時

５
月
９
日
、
６
月
13
日
、
７
月

11
日
、
９
月
12
日
、
11
月
７
日
、
12

月
５
日
、
１
月
16
日
、
２
月
13
日
　
い

ず
れ
も
木
曜
日
の
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
ご
ろ
（
園
庭
で
の
遊
び
の
た
め

雨
天
中
止
）

場
所

ア
ン
ビ
ー
（
旭
町
22
ー
28
）

車
で
の
来
園
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

対
象

平
成
23
年
10
月
生
ま
れ
〜
就

園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

定
員

親
子
50
組
１
０
０
人
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

費
用

５
０
０
円
（
年
会
費
・
保

険
・
教
材
費
)

申
込

メ
ー
ル
の
件
名
に
「
マ
ー
ヤ

の
広
場
希
望
」・「
な
か
よ
し
広
場
希

望
」・「
両
方
の
広
場
希
望
」
の
い
ず

れ
か
を
明
記
し
、
本
文
に
①
幼
児
氏

名
（
ふ
り
が
な
・
生
年
月
日
・
性
別
）、

②
参
加
す
る
保
護
者
氏
名
、
③
郵
便

番
号
・
住
所
、
④
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、m
a-ya@
yum
eland.or.jp

へ
送
信
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

申
し
込
み
可
能
）。
メ
ー
ル
を
送
信
で

き
な
い
人
は
は
が
き
で
ア
ン
ビ
ー
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
５
９
５
ー

０
０
２
５

旭
町
22
ー

28
）
へ

締
切

３
月
31
日
㈰
必

着
（
応
募
多
数
の
場

合
、
当
選
者
の
み
に
メ
ー
ル
ま
た
は

電
話
で
４
月
中
ご
ろ
ま
で
に
通
知
）

問
合

認
定
子
ど
も
園
ア
ン
ビ
ー
・

小
杉
（
☎
20
・
２
０
０
１
）

日
時

４
月
７
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

場
所

市
民
会
館

応
募
対
象

市
内
在
住
の
人

募
集
数

35
ブ
ー
ス
（
応
募
多
数
の

場
合
抽
選
）

参
加
金

１
ブ
ー
ス
７
０
０
円
（
雨

天
の
場
合
で
も
返
金
不
可
）

ブ
ー
ス
サ
イ
ズ

約
９
㎡
（
間
口
約

２
・
５
ｍ
）

販
売
品
目

衣
料
・
雑
貨
・
リ
サ
イ

ク
ル
品
・
手
作
り
品
な
ど
（
生
き
物
、

食
品
、
風
俗
関
連
品
な
ど
は
禁
止
）

ブ
ー
ス
抽
選
会

３
月
17
日
㈰
　
午

後
１
時
か
ら
市
民
会
館
に
て

申
込
・
問
合

３
月
13
日
㈬
ま
で
に

参
加
金
を
添
え
て
、
市
民
会
館
（
☎

21
・
７
０
５
０
　
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
　
月
曜
日
休
館
）
へ

公
園
墓
地
使
用
者
募
集

府
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

出
場
者
募
集

25 広報いずみおおつ　平成25年3月号

ア
ン
ビ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

第
11
回
桜オ
ー
フ
ェ
ス
タ
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

大阪府内
おおさかふない

に住
す

み、満
まん

15歳
さい

をこ
えている人

ひと

のうち、いろいろな
事情
じじょう

で中学校
ちゅうがっこう

を卒業
そつぎょう

していない人
ひと

を対象
たいしょう

に、夜間
やかん

に中学校教育
ちゅうがっこうきょういく

を行
おこな

っています。中学校
ちゅうがっこう

の卒業資格
そつぎょうしかく

を
取
と

ることができます。「あいうえ
お」から勉強

べんきょう

でき、授業料
じゅぎょうりょう

は無料
むりょう

です。
授業時間
じゅぎょうじかん

月
げつ

～金曜日
きんようび

の午後
ごご

５時
じ

30分
ぷん

～午後
ごご

８時
じ

30分
ぷん

受付
うけつけ

期間
きかん

４月
がつ

30日
にち

㈫
か

まで（土
ど

・
日曜日
にちようび

・祝日
しゅくじつ

を除
のぞ

く）
なお、中学校夜間学級

ちゅうがっこうやかんがっきゅう

の場所
ばしょ

、
入学許可
にゅうがくきょか

申請書
しんせいしょ

の配布
はいふ

・受付
うけつけ

場所
ばしょ

などは、お問
と

い合
あ

わせください。
問合
といあわせ

指導課
しどうか

（市役所
しやくしょ

３階
かい

）

中学校夜間学級生募集
ちゅうがっこうやかんがっきゅうせいぼしゅう

ＱＲコード



(「
募
集
」
の
続
き
)

文
化
協
会
で
は
、
文
化
の
振
興
と

会
員
相
互
の
交
流
を
目
的
に
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ

な
た
も
文
化
が
薫
る
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

主
な
事
業

見
学
会
（
春
・
秋
）、
会

員
作
品
展
（
洋
画
・
日
本
画
・
書
・

写
真
・
陶
芸
・
い
け
花
・
俳
句
・
短

歌
な
ど
）、
文
化
祭
へ
の
参
加
、
歴
史

探
訪
な
ど
の
部
会
活
動

会
費

年
１
５
０
０
円

■
会
員
作
品
展

日
時

３
月
21
日
㈭
〜
26
日
㈫
　
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
）

場
所

織
編
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

受
付
期
間

３
月
１
㈰
㈮
〜
４
月
10

日
㈬

第
一
次
選
考
日

５
月
12
日
㈰

採
用
予
定
人
数

▽
男
性
…
約
４
０

０
人
　
▽
女
性
…
約
70
人

問
合

府
警
察
官
採
用
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
１
２
０
・
３
７
０
・
３
１
４
）、
泉

大
津
警
察
署
（
☎
23
・
１
２
３
４
）

市
で
は
、
孤
独
死
・
孤
立
死
対
策

の
新
た
な
事
業
と
し
て
、「
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
す
こ
や
か
訪
問
」
の
実

施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
同
意
を
得
た
70
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
お
宅
を

地
域
の
福
祉
関
係
者
が
定
期
的
に
訪

問
し
、
安
否
確
認
や
生
活
相
談
を
行

い
、
各
地
域
の
実
態
把
握
に
活
用
す

る
も
の
で
す
。

事
業
の
開
始
に
向
け
、
対
象
者
の

人
に
訪
問
を
希
望
す
る
か
ど
う
か
の

調
査
票
を
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
の

で
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
回
答
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階

６
番
窓
口
）

自
殺
で
亡
く
な
る
人
の
数
は
、
全

国
で
年
間
約
３
万
人
、
府
で
も
約
２

０
０
０
人
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
関
係
し
て
、「
そ
の
多
く
が
心

理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」
で

あ
り
、「
そ
の
多
く
が
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
社
会
的
な
問
題
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
専
門
の
相

談
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
身
近
な
人
の
悩
み
に
気
づ

い
た
ら
、
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

悩
み
に
耳
を
傾
け
、
専
門
家
へ
の
相

談
を
す
す
め
、
じ
っ
く
り
と
見
守
り

ま
し
ょ
う
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ

ル
・
集
中
電
話
相
談
（
☎
０
５
７

０
・
０
６
４
・
５
５
６
）

期
間

３
月
１
日
㈮
午
前
９
時
〜
３

月
31
日
㈰
午
後
９
時
（
期
間
以
外
は
、

平
日
に
こ
の
番
号
で
相
談
可
能
）

な
お
、
受
け
付
け
時
間
は
地
域
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
に

不
安
を
感
じ
た
ら

▽
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン
タ
ー

（
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
）（
☎
０

６
・
６
６
０
７
・
８
８
１
４
）
平

日
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
最
寄
り
の
府
保
健
所
の
精
神
保
健

福
祉
相
談

平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
45
分

■
電
話
相
談

▽
関
西
い
の
ち
の
電
話
（
☎
０
６
・

６
３
０
９
・
１
１
２
１
）
24
時
間
、

３
６
５
日

▽
大
阪
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

６
・
６
２
６
０
・
４
３
４
３
）
金

曜
日
午
後
１
時
〜
日
曜
日
午
後
10

時
（
57
時
間
）

▽
こ
こ
ろ
の
救
急
箱
（
☎
０
６
・
６

９
４
２
・
９
０
９
０
）
月
曜
日
午

後
８
時
〜
火
曜
日
午
前
３
時
（
７

時
間
）

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
相
談

▽
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
（
☎
０

１
２
０
・
７
３
８
・
５
５
６
）
毎

月
10
日
午
前
８
時
〜
翌
日
午
前
８

時
（
24
時
間
）

■
借
金
の
返
済
に
困
っ
た
ら

▽
府
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
プ
ラ
ザ
（
お

金
の
悩
み
相
談
室
）（
☎
０
６
・
６

２
１
０
・
９
５
１
２
）
平
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
６
時

■
自
死
遺
族
相
談
（
予
約
制
）

大
切
な
人
を
自
死
（
自
殺
）
で
亡

く
し
た
人
の
た
め
、
来
所
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
府
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
の
専
門
相
談
員
が
、
ご

遺
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
電
話

の
際
に
は
、「
自
死
遺
族
相
談
」
と
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

▽
〈
予
約
・
問
合
〉
府
こ
こ
ろ
の
健

康
総
合
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
６
・
６

６
９
１
・
２
８
１
１
代
表
）
平
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分

問
合

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階

６
番
窓
口
）

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
青

色
回
転
灯
を
装
備
し
た
マ
イ
カ
ー
を

含
む
自
動
車
に
よ
る
自
主
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
一
定

の
要
件
を
満
た
し
、
警
察
か
ら
自
動

車
に
よ
る
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
証
明
を
受
け
た

団
体
が
、
自
動
車
に
青
色
回
転
灯
を

装
備
で
き
ま
す
。（
証
明
を
受
け
る
に

は
、
管
轄
警
察
署
長
を
経
由
し
警
察

本
部
長
へ
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。）
 

府
で
は
、
地
域
で
の
防
犯
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
る
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
普
及
促
進
を
図

る
た
め
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

新
た
に
実
施
す
る
民
間
団
体
に
対
し
、

活
動
に
必
要
な
「
青
色
回
転
灯
」「
マ

グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
」「
標
章
ケ
ー
ス
」

の
無
償
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
http://

w
w
w
.pref.osaka.jp）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

支
援
対
象

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
を
新
た
に
実
施
（
増
車
に
よ
る

拡
充
も
含
む
）
す
る
民
間
団
体
 

支
援
台
数

各
年
１
５
０
台
（
平
成

24
、
25
年
度
で
合
計
３
０
０
台
）

問
合

府
鳳
土
木
事
務
所
（
☎
０
７

２
・
２
７
３
・
０
１
２
３
）

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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３
月
は

「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

す
こ
や
か
訪
問

大
阪
府
警
察
官
の
募
集

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

始
め
ま
せ
ん
か
？

文
化
協
会
会
員
募
集

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
で
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
学
習

活
動
の
支
援
と
交
流
の
場
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
各
種
講
座
（
左
表
参

照
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
「
色
紙
絵
講
座
」

前
期
参
加
者
募
集

４
月
〜
９
月
の
６
か
月
で
１
コ
ー

ス
。

日
時

毎
月
第
４
土
曜
日
　
午
前
10

時
〜
正
午

募
集
人
数

10
人
程
度
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
。
新
規
の
人
を
優

先
。）

材
料
費

２
４
０
０
円
（
６
か
月
分
）

■
「
絵
手
紙
講
座
」

前
期
参
加
者
募
集

４
月
〜
９
月
の
６
か
月
で
１
コ
ー

ス
。

日
時

▽
木
曜
日
コ
ー
ス
…
第
１
・

３
木
曜
日
　
午
後
２
時
〜
４
時
（
水

曜
コ
ー
ス
は
実
施
し
ま
せ
ん
）

募
集
人
数

24
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
。
新
規
の
人
を
優
先
）

材
料
費

１
２
０
０
円
（
６
か
月
分
）

申
込
期
間

３
月
５
日
㈫
〜
14
日
㈭

申
込

午
前
10
時
か
ら
に
ん
じ
ん
サ

ロ
ン
へ
（
電
話
不
可
）

問
合

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
市
民
会

館
１
階
西
側
　
☎
薨
21
・
６
５
５
５
）

■
講
演
会
　
い
き
い
き
人
生
後
半
戦

(終
活
を
考
え
始
め
た
あ
な
た
に
)　
看

護
師
　
大
坪
よ
し
子
さ
ん
を
囲
ん
で

終
活
（
し
ゅ
う
か
つ
）
と
は

「
人
生
の
終
わ
り
の
た
め
の
活
動
」

の
略
で
あ
り
、
人
間
が
人
生
の
最

期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
行
う
べ

き
こ
と
を
総
括
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
言
葉
で
す

日
時

３
月
30
日
㈯
　
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

定
員

先
着
24
人

受
講
料

無
料

主
催

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
登
録
グ

ル
ー
プ
「
輪
を
ひ
ろ
げ
る
会
」

申
込
・
問
合

三
好
（
☎
０
９

０
・
９
８
７
２
・
９
０
８
５
）
へ

■
冬
季
企
画
展
「
飾
　
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ

Ｉ
　
〜
装
剣
金
具
の
粋
」

日
時

〜
３
月
20
日
㈷
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

場
所

弥
生
文
化
博
物
館

■
冬
季
企
画
展
展
示
解
説

日
時

３
月
９
日
㈯
　
午
前
11
時
〜

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
特
別
展
示

室対
象

一
般
市
民

定
員

な
し

内
容

学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

申
込

申
込
不
要

■
冬
季
企
画
展
講
演
会

第
３
回
「
弥

生
・
古
墳
時
代
の
刀
装
具
」

日
時

３
月
９
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

４
時

場
所

弥
生
文
化
博
物
館

定
員

１
７
０
人

講
師

森
本
徹
氏
（
府
立
近
つ
飛
鳥

博
物
館
学
芸
員
）

申
込
　
申
込
不
要
（
当
日
先
着
順
）

■
冬
季
企
画
展
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時

３
月
17
日
㈰
　
午
後
１
時
〜

３
時

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

対
象

一
般
市
民

定
員

36
人

内
容

鉄
鐔
の
模
様
を
写
し
取
っ
て

み
よ
う

申
込

受
付
中

な
お
、
未
就
学
児
は
保
護
者
が
付

き
添
い
し
て
く
だ
さ
い
。

■
や
よ
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー

ト
　
「
あ
な
た
に
送
る
音
の
手
紙
〜

弥
生
の
風
に
の
せ
て
〜
」

日
時

３
月
10
日
㈰
　
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

対
象

一
般
市
民

定
員

座
席
数
約
１
３
０
席

申
込

申
込
不
要
（
当
日
先
着
順
）

出
演
者
・
内
容

吉
里
瞳
子
（
ソ
プ

ラ
ノ
）、
佐
野
真
弓
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
）、
星
川
響
子
（
ピ
ア
ノ
）、
ア
ヴ

ェ
マ
リ
ア
（
カ
ッ
チ
ー
ニ
）、
マ
ッ
テ

ィ
ナ
ー
タ
（
レ
オ
ン
カ
ヴ
ァ
ッ
ロ
）、

ム
ー
ン
リ
バ
ー
（
マ
ン
シ
ー
ニ
）、
ソ

ナ
タ
Ｏ
ｐ
．
２
７
「
月
光
」（
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
）
ほ
か

費
用

入
館
料
（
一
般
４
０
０
円
／

65
歳
以
上
・
高
大
生
３
０
０
円
）

問
合

弥
生
文
化
博
物
館
（
☎
46
・

２
１
６
２
）

27 広報いずみおおつ　平成25年3月号

「広報いずみおおつ」広告募集（有料） 
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。 
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合
わせください。 

○広告サイズ…幅 183袢×高さ 49袢（1色刷り） 
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。 
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。 
 

申込・問合　　合同会社 IM総合企画　蕁 072・242・7997　薨 072・296・7375 

にんじんサロン３月の催し（蕁薨 21・6555）
３月５日㈫　午前 10時～正午
にんじん塾⑥　﨑田由美子さん
３月６日㈬　午後 2時～３時 30分
心のケアセミナー⑥～東洋医学で癒す　ウイメンズセ
ンター大阪牧野由季さん
３月７日㈭　午後 2時～４時
絵手紙　立花悦子さん
３月 13日㈬　午前 10時～正午
絵手紙　亀髙怜子さん
３月 15日㈮　午前 10時 30分～ 11時 30分
チェア・エクササイズ（音楽を聞きながらからだを動かしましょ
う！）　本田ますみさん
３月 21日㈭　午前 11時～11時 30分
子どものためのおはなし会　エンジェルクラブ
３月 21日㈭　午後 2時～４時
絵手紙　立花悦子さん
３月 23日㈯　午前 10時～正午
色紙に絵を描きましょう　亀髙怜子さん
３月 27日㈬　午前 10時～正午
絵手紙　亀髙怜子さん
３月 28日㈭　午後 1時～1時間程度
「川柳などで、頭の活性化をしてみませんか？」　楠畑正史さん
※参加については「にんじんサロン」へお問い合わせください。
事前申し込み不要の講座は、「チェア・エクササイズ」と「川柳」
です。3月の休館日は、毎日曜・月曜日、祝日です。

※サロンをご利用の際には、必ずスリッパなど上履きをご持参く
ださい。

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
か
ら
の

お
知
ら
せ

弥
生
文
化
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ



(「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
)

在
宅
で
、
身
体
障
が
い
者
手
帳

１
・
２
級
、
お
よ
び
視
覚
障
が
い
・

下
肢
障
が
い
・
体
幹
機
能
障
が
い
・

脳
原
性
移
動
障
が
い
・
運
動
機
能
障

が
い
・
四
肢
障
が
い
・
じ
ん
臓
機
能

障
が
い
を
有
す
る
身
体
障
が
い
者
手

帳
３
・
４
級
、
ま
た
は
療
育
手
帳

Ａ
・
Ｂ
１
を
お
持
ち
の
人
に
、
タ
ク

シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
平
成

25
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交

付
し
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
手
帳

と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
交
付
済
み
の
平
成
24
年
度

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
に
つ
い
て
は
、

３
月
31
日
㈰
を
も
っ
て
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
11
月
に
実
施
さ
れ
た

「
平
成
24
年
度
泉
大
津
市
外
部
評
価
」

に
よ
る
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
よ
り
も
障
が
い
者
そ
れ
ぞ
れ
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
外
出
支
援
策
と
す

る
た
め
、
特
に
外
出
が
困
難
と
さ
れ

る
視
覚
・
下
肢
・
体
幹
な
ど
の
障
が

い
を
有
す
る
人
や
、
人
工
透
析
に
よ

り
外
出
の
頻
度
の
高
い
じ
ん
臓
機
能

障
が
い
を
有
す
る
人
に
対
し
て
手
厚

く
す
る
一
方
、
そ
の
他
の
部
位
の
障

が
い
を
有
す
る
人
に
対
す
る
交
付
枚

数
の
削
減
・
廃
止
な
ど
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
日
時

３
月
27
日
㈬
〜
４
月
３

日
㈬
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
場
所

市
役
所
１
階
１
０
１
会

議
室
（
４
月
４
日
㈭
以
降
は
、
障
が

い
福
祉
課
窓
口
）

問
合

障
が
い
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
10
番
窓
口
）

■
あ
す
と
市
民
大
学
（
前
期
）

参
加
者
募
集

歴
史
や
文
化
、
教
育
問
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
を
用

意
し
ま
し
た
。

開
催
日
・
テ
ー
マ
（
す
べ
て
土
曜
日
）

▽
４
月
20
日
…
新
島
八
重
と
近
代
日

本
の
女
性
（
加
藤
正
彦
大
阪
女
学
院

大
学
特
任
教
授
）
　
▽
５
月
11
日
…

『
エ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
』
を
通

し
て
〜
何
故
日
本
で
「
ユ
ダ
ヤ
本
」

が
平
積
み
さ
れ
る
の
か
？
（
上
田
誉

志
美
関
西
大
学
名
誉
教
授
）
　
▽
５

月
25
日
…
方
丈
記
（
岩
橋
昭
関
西
外

国
語
大
学
短
期
大
学
部
教
授
）
　
▽

６
月
８
日
…
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
歴

史
的
背
景
と
現
状
（
村
山
盛
忠
日
本

キ
リ
ス
ト
教
団
牧
師
）
　
▽
６
月
22

日
…
書
は
人
な
り
（
保
井
晶
華
全
日

本
書
芸
文
化
院
常
任
理
事
）
　
▽
７

月
６
日
…
伊
勢
物
語
〜
二
条
后
高
子

を
盗
ん
だ
男
〜
（
坂
井
順
子
府
立
清

水
谷
高
校
教
諭
）
　
▽
７
月
20
日
…

文
化
・
国
際
交
流
が
つ
な
ぐ
希
望
ー

中
国
・
北
朝
鮮
と
向
き
合
っ
て
ー
（
米

田
伸
次
㈳
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

理
事
）
　
▽
８
月
３
日
…
「
平
家
物

語
」
を
よ
む
〜
木
曽
義
仲
と
倶
梨
伽

羅
が
谷
〜
（
加
藤
正
彦
大
阪
女
学
院

大
学
特
任
教
授
）
　
▽
８
月
17
日
…

テ
ロ
ル
の
回
路
「
金
解
禁
か
ら
血
盟

団
事
件
へ
」（
安
武
良
一
府
立
四
条
畷

高
校
教
諭
）
　
▽
９
月
７
日
…
古
典

に
み
る
日
本
人
の
心
（
保
井
温
立
命

館
大
学
講
師
）
　
▽
９
月
28
日
…
『
記

紀
』・『
万
葉
集
』
時
代
の
渡
来
人
に

つ
い
て
（
梅
川
邦
夫
歴
史
哲
学
研
究

所
研
究
員
）

時
間

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

受
講
料

９
２
４
０
円
（
11
講
座
分
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
第
７
回
あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー

ス
テ
ー
ジ
発
表
会

受
講
生
に
よ
る
発
表
会
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
無
料
で
入
場
で

き
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
17
日
㈰
　
午
後
１
時
30

分
開
演
（
午
後
１
時
15
分
開
場
予
定
）

出
演
予
定
講
座

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・

太
極
拳
・
大
正
琴
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ

ラ
ダ
ン
ス
・
ウ
ク
レ
レ

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

毎
月
１
回
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

親
子
で
絵
本
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
絵
本
読
み
語
り
会
。
絵
本
だ
け
で

な
く
手
遊
び
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

日
時

３
月
24
日
㈰
　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

入
場
料

無
料

出
演

あ
す
と
絵
本
の
会
〝
し
ぃ
ず

ん
ず
〞

申
込

不
要

■
第
25
回
あ
す
と
歌
声
サ
ロ
ン

思
い
出
の
曲
を
大
き
な
声
で
歌
え

ば
気
分
そ
う
快
！
　
25
回
記
念
の
特

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
か
も
？

日
時

３
月
24
日
㈰
　
午
後
２
時
〜

４
時
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

定
員

申
込
先
着
１
０
０
人

参
加
料

１
０
０
０
円
（
お
茶
付
き
）

な
お
、
歌
本
を
す
で
に
お
持
ち
の

人
は
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

出
演

酒
井
健
太
郎
（
リ
ー
ダ
ー
）、

山
本
汎
昭
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
）、
松

田
洋
子
（
ピ
ア
ノ
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

４
月
ス
タ
ー
ト
新
規
講
座
募
集
！

春
か
ら
新
し
い
事
始
め
よ
う
！

無
料
説
明
会
、
無
料
体
験
会
（
１

回
の
み
）
は
事
前
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
受
講
料
は
３
か
月
ご
と
に
前

納
制
で
す
。

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
は
じ
め
て
の
デ
ジ
カ
メ
教
室

初
心
者
向
け
の
や
さ
し
い
コ
ー
ス

で
す
。

日
時

第
１
・
３
水
曜
日
　
午
後
２

時
〜
４
時

受
講
料

３
か
月
６
回
分
９
４
５
０

円講
師

上
田
光
永
（
ネ
オ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
代
表
）

■
楽
し
い
水
墨
画

初
心
者
か
ら
本
格
的
に
学
び
た
い

人
ま
で
。

無
料
説
明
会

４
月
４
日
㈭
　
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
開
講
は
４

月
18
日
か
ら
第
１
・
３
木
曜
日
）

受
講
料

３
か
月
５
回
分
７
８
７
５

円講
師

澁
田
天
游
（
㈳
日
本
美
術
家

連
盟
会
員
）

■
け
ん
こ
う
体
操

ま
ず
は
無
料
体
験
で
運
動
不
足
を

解
消
し
ま
せ
ん
か
。

無
料
体
験
会

４
月
12
日
㈮
、
26
日

㈮
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
（
開
講

は
５
月
か
ら
第
２
・
４
金
曜
日
）

受
講
料

２
か
月
４
回
分
２
１
０
０

円持
参
品

バ
ス
タ
オ
ル
（
敷
物
用
）

講
師

前
田
ふ
じ
き

■
や
さ
し
い
き
も
の
リ
フ
ォ
ー
ム

洋
裁
経
験
の
な
い
人
も
ど
う
ぞ
。

無
料
説
明
会

４
月
３
日
㈬
　
午
前

10
時
〜
正
午
（
開
講
は
４
月
17
日
か

ら
第
１
・
３
水
曜
日
）

受
講
料

３
か
月
５
回
分
７
８
７
５

円講
師

松
本
篤
子

あ
す
と
ホ
ー
ル
（
☎
20
・
６
７

７
８
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

毛
布
の
新
し
い
魅
力
と
、
最
大
の

産
地
で
あ
る
泉
大
津
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
、
世
界
的
に
有
名
な
絵
画
を

プ
リ
ン
ト
し
た
「
ア
ー
ト
ブ
ラ
ン
ケ

ッ
ト
」
が
完
成
し
、
い
ず
み
お
お
つ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
ア
ル
ザ
２
階
に
３
月
１
日

㈮
〜
８
日
㈮
の
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
の
間
、
展
示
さ
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
目
を
引

く
の
が
木
村
英
輝
氏
の
『
C
arp is

dragon in heaven（
登
竜
門
）』

で
す
。
本
市
出
身
の
木
村
氏
は
、
京

都
の
青
蓮
院
の
襖
絵
や
京
都
市
動
物

園
の
「
類
人
猿
舎
」
の
壁
画
を
手
掛

け
る
な
ど
多
く
の
作
品
を
描
い
て
お

り
、
今
回
展
示
す
る
作
品
も
力
強
く

泳
ぐ
鯉
の
様
子
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て

い
ま
す
。

10
枚
の
「
ア
ー
ト
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
」

が
飾
ら
れ
た
様
子
は
圧
巻
で
す
。
ぜ

ひ
毛
布
に
描
か
れ
た
名
画
の
世
界
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！

■
展
示
さ
れ
る
10
枚
の
紹
介

▽
『
夜
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
』（
フ
ィ
ン

セ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
作
）
　
▽

『
サ
ン
ベ
ル
ナ
ー
ル
峠
を
越
え
る
ナ
ポ

レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
』（
ジ
ャ
ッ

ク
＝
ル
イ
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
作
）
　
▽

『
神
奈
川
沖
浪
裏
』（
葛
飾
北
斎
作
）

▽
『
三
代
目
大
谷
鬼
次
の
江
戸
兵
衛
』

（
東
洲
斎
写
楽
作
）
　
▽
『
東
海
道
五

拾
三
次
之
内
　
日
本
橋
　
朝
之
景
』

（
歌
川
広
重
作
）
　
▽
『
デ
ラ
ウ
ェ
ア

川
を
渡
る
ワ
シ
ン
ト
ン
』（
エ
マ
ヌ
エ

ル
・
ロ
イ
ツ
ェ
作
）
　
▽
『
落
穂
拾

い
』（
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
レ

ー
作
）
　
▽
『
モ
ナ
・
リ
ザ
』（
レ
オ

ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
作
）
　
▽

『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
誕
生
』（
ボ
ッ
テ
ィ
チ

ェ
リ
作
）
　
▽
『
Carp is dragon in

heaven（
登
竜
門
）』（
木
村
英
輝

作
）

問
合

日
本
毛
布
工
業
組
合
（
☎
33
・

４
１
８
５
）

昨
年
12
月
か
ら
地
域
経
済
課
（
商

工
会
議
所
内
２
階
）
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
で
次
の
証
明
書
が
発
行

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

発
行
す
る
証
明
書

▽
住
民
票
の
写
し
・
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
（
手
書
き
の
も
の
を
除

く
）
…
申
請
は
、
本
人
ま
た
は
本

人
と
同
一
世
帯
の
人
に
限
る

▽
印
鑑
登
録
証
明
書
…
印
鑑
登
録
カ

ー
ド
を
必
ず
持
参

▽
市
・
府
民
税
課
税
証
明
書
…
証
明

書
が
発
行
で
き
な
い
場
合
あ
り
。
必

ず
事
前
に
電
話
な
ど
で
要
確
認
。
申

請
は
、
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
居

で
生
計
を
一
に
す
る
家
族
の
人
に

限
る

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
お

よ
び
12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日

を
除
く
）
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５

時手
数
料

各
１
通
３
０
０
円

窓
口
で
提
示
が
必
要
な
本
人
確
認
書

類

官
公
署
発
行
の
書
類
（
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
　
顔
写
真
入
り
）、
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保

険
証
、
年
金
証
書
な
ど

な
お
、
次
の
手
続
き
は
、
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
市
民
課
で
受
け
付
け
し

ま
す
。

▽
転
入
・
転
居
・
転
出
な
ど
の
住
所

変
更
手
続
き

▽
印
鑑
登
録

▽
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付

▽
戸
籍
の
届
出
な
ど

問
合

市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番

窓
口
）、
税
務
課
（
市
役
所
１
階
７
番

窓
口
）

広
報
い
ず
み
お
お
つ
平
成
24
年
９

月
号
で
、
楠
幼
稚
園
敷
地
内
で
新
し

い
保
育
所
が
平
成
25
年
４
月
１
日
㈪

に
開
所
と
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
工

期
延
長
に
伴
い
、
６
月
１
日
㈯
に
延

期
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

４
月
１
日
㈪
か
ら
脳
神
経
外
科
の

受
付
時
間
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

診
察
日

月
・
水
・
木
曜
日

受
付
時
間

午
前
８
時
〜
午
前
10
時

問
合

市
立
病
院
総
務
課
（
☎
32
・

５
６
２
２
）

い
ず
み
お
お
つ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
に

ア
ー
ト
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
を
展
示

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で

証
明
書
発
行
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■関西国際空港の国内線がますます充実します！
春から関西国際空港の国内線は、新規路線の就航や増便によ
り、ますます便利になります。
まず、関西空港拠点の LCC「Peach」は、4月12日㈮から

関西＝仙台線に就航。関西空港から東北地方への唯一の路線が
就航し、とても低料金で東北・仙台にアクセスすることが可能
になります。また6月14日㈮からは、関西＝石垣線も就航。
「Peach」の直行便で人気のリゾート地、石垣島へご旅行いただ
けます！　そのほかスターフライヤーは、関西＝福岡線を4往
復で新規開設、また東京・羽田線も1日5往復へ増便させビジ
ネス面でもますます便利に。日本航空も期間限定で沖縄・那覇
便を増便させるなど、この春からの関西空港国内線は「新規就
航・増便」が目白押し！　皆様の旅先が増えるだけでなく、豊
富なフライトスケジュールで選択肢も大きく広がります！
関西空港　この春の新規就航・増便
■Peach（APJ）
▷新規路線…4月12日㈮～　大阪（関西）＝仙台線を毎日2
往復、6月14日㈮～大阪（関西）＝石垣線を毎日1往復
■スターフライヤー（SFJ）
▷新規路線…2013年度下期～大阪（関西）＝福岡線を毎日4
往復　▷増便…3月31日㈰～大阪（関西）＝東京（羽田）線
を毎日5往復へ
■日本航空（JAL）
▷増便…4月16日㈫～6月30日㈰　大阪（関西）＝那覇を毎
日4往復へ
なお、詳しいフライト情報などは各航空会社ホームページを
ご覧ください。

関空ニュース

新
設
保
育
所

開
所
延
期
の
お
知
ら
せ

市
立
病
院
脳
神
経
外
科

受
付
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ



(「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
)

高
齢
者
を
対
象
に
健
康
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

実
施
日

３
月
15
日
㈮
、
４
月
５
日

㈮時
間

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

検
尿
・
血
圧
測
定
・
健
康
に

関
す
る
相
談

問
合

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
３
９
０
）

口
座
振
替
は
金
融
機
関
が
あ
な
た

に
か
わ
っ
て
あ
な
た
の
指
定
す
る
預

金
口
座
か
ら
納
期
ご
と
の
納
付
額
を

自
動
的
に
納
付
す
る
方
法
で
す
。

申
込
期
日
（
左
表
参
照
）
ま
で
に

引
落
通
帳
と
金
融
機
関
届
出
印
を
持

参
の
う
え
、
口
座
振
替
取
扱
金
融
機

関
か
市
役
所
税
務
課
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合

税
務
課
（
市
役
所
１
階
７
番

窓
口
）

近
年
、
医
療
機
関
で
必
要
と
さ
れ

る
血
液
の
多
く
は
４
０
０
裨
献
血
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
体
重
が
50
㎏

以
上
の
人
は
４
０
０
裨
献
血
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
輸
血
用
血
液
の
安
全
性
を

よ
り
高
め
る
た
め
、「
本
人
確
認
」
お

よ
び
「
昭
和
55
年
か
ら
平
成
８
年
ま

で
に
通
算
１
か
月
（
31
日
）
以
上
の

英
国
滞
在
暦
の
あ
る
人
な
ど
の
献
血

制
限
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

献
血
に
際
し
て
は
、
年
齢
や
体
重
な

ど
の
条
件
も
あ
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
３
月
13
日
㈬
…
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
　
大
津
神

社
　
▽
17
日
㈰
…
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
　
㈱
川
上
自
動
車
鈑
金
塗
装
本

社
工
場
　
▽
19
日
㈫
…
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分
　
イ
ズ
ミ
ヤ
和
泉
府

中
店
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
休

憩
、
13
日
は
休
憩
な
し
）

問
合

献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・

１
３
９
３
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
（
１
月
４
日
〜
31
日
取
り
扱
い
分
）。

◇
１
０
０
０
円
　
吉
田
千
代
子

◇
５
０
０
０
円
　
匿
名

◇
６
０
０
０
円
　
貫
野
ミ
ツ
子

◇
５
万
円
　
泉
大
津
市
卓
球
連
盟

◇
２
０
０
０
円
　
菊
地
正
代

◇
３
０
０
０
円
　
Ｓ

（
敬
称
略
）

市
民
か
ら
、
10
月
支
給
分
の
児
童

手
当
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
寄
付
金
で
、
市
役
所
１

階
に
あ
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
用
の
絵

本
を
購
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
に
幼
児
・
親
子
教
室

に
ベ
ビ
ー
カ
ー
１
台
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

本
市
に
お
け
る
洪
水
や
高
潮
に
対

す
る
対
策
と
し
て
、
堺
市
、
高
石
市

お
よ
び
忠
岡
町
の
３
市
１
町
で
泉
州

水
防
事
務
組
合
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

管
内
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
関
係
機
関
と
協
力
し
、
大
和
川
左

岸
か
ら
忠
岡
町
に
至
る
海
岸
と
管
内

の
一
級
・
二
級
河
川
を
警
戒
し
、
防

御
し
、
こ
れ
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

■
泉
州
水
防
事
務
組
合
第
１
回
議
会

日
時

３
月
26
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

場
所

堺
市
議
事
堂
（
傍
聴
は
、
80

人
ま
で
可
能
）

泉
州
水
防
事
務
組
合
の
水
防
計
画

抜
粋
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
合

土
木
課
（
市
役
所
２
階
22
番

窓
口
）
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タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険料
(普通徴収 )…………………3月分

●後期高齢者医療保険料
　(普通徴収 )…………………3月分

●介護保険料 ( 普通徴収 )……･･3 月分

▽
保
育
所
に
突
如
現
れ
た

鬼
に
、
子
ど
も
た
ち
は
大

騒
ぎ
。
お
豆
で
や
っ
と
撃

退
し
て
ほ
っ
と
し
た
の
も

つ
か
の
間
、
い
っ
し
ょ
に
記
念
撮
影

と
聞
い
て
、
再
度
大
泣
き
す
る
「
子

オ
ニ
」
た
ち
が
今
月
の
表
紙
で
す
。

み
ん
な
、
つ
よ
か
っ
た
よ
。
　
（
小
）

▽
２
月
15
日
、
ロ
シ
ア
南
部
の
町
に

隕
石
が
落
下
、
多
く
の
負
傷
者
が
で

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
映
像
を
見
る
と
、

ま
る
で
映
画
の
世
界
で
は
と
思
う
ほ

ど
。
し
か
し
現
実
に
起
こ
っ
た
こ
と

で
、
自
然
の
驚
異
を
感
じ
る
ば
か
り
。

負
傷
者
の
回
復
を
願
い
ま
す
。（
濱
）

▽
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
精
神
力
・
体
力
に
感
服
す
る
ば
か

り
で
す
。
私
は
１
０
０
ｍ
ほ
ど
歩
い

て
も
心
臓
が
ド
ク
ド
ク
…
。
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
を
横
目
に
、
毎
日
自
転
車
通

勤
す
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。（
三
）

編集後記

寄
付
を
受
け
ま
し
た

善
意
銀
行

申込期日

5 月 17日

7月 31日
9月 30日
11月 29日

口座引落日

7 月１日

９月２日
10月 31日
12月 27日

期別
全期前納
第１期分
第２期分
第３期分
第４期分

申込期日
3 月 15日

口座引落日
5 月 31日

期別
全期

申込期日

3 月 15日

6月 28日
8月 30日
10月 31日

口座引落日

5 月 31日

7月 31日
９月 30日
12月 2日

期別
全期前納
第１期分
第２期分
第３期分
第４期分

申込期日
　固定資産税・都市計画税

　市・府民税

　軽自動車税

取扱金融機関　三井住友銀行、りそな
銀行、池田泉州銀行、三菱東京ＵＦＪ
銀行、みずほ銀行、近畿大阪銀行、紀
陽銀行、三井住友信託銀行、関西アー
バン銀行、大阪信用金庫、いずみの農
業協同組合、商工組合中央金庫、近畿
労働金庫、近畿産業信用組合、ミレ信
用組合の各大阪府内店、ゆうちょ銀行、
郵便局

市
税
の
納
付
は
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
健
康
相
談

泉
大
津
市
の
水
防
活
動

献
血
の
お
知
ら
せ

市
役
所
関
係
機
関
の
連
絡
先

●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●
 　
● 　　　　　　 　
　　　  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　

水・土
コース

火・金
コース

月・木
コース

カン・ビン・せとものなど ペットボトル・食品トレイ・古紙
可
燃
ご
み
収
集
曜
日

3 日㈬、17日㈬

3日㈬、17日㈬

4日㈭、18日㈭

10日㈬、24日㈬

10日㈬、24日㈬

11日㈭、25日㈭

4月 資源ごみ

ごみ減量に向けたスローガン

1 人あたりの 1日の可燃ごみ量
Ｈ25.1 427g　Ｈ21.1 538g

平成 25年 1月分
家庭系可燃ごみ量  　1,018 ㌧

　 粗大ごみ電話申込
センター
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新聞、雑誌、雑がみ、
段ボールなどは、地域
の集団回収に出すよう
にしましょう。
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勤労青少年ホームで練習に励んでい
るクラブ員の交流と市民とのふれあい
の場を作ることを目的にホームのつど
いを開催します。
各クラブが１年間練習してきた成果

の発表や作品の展示、またお茶席など
も用意していますのでお気軽にお越し
ください。
日時 ３月17日㈰　午前10時30分～
午後３時
場所 勤労青少年ホーム
問合 勤労青少年ホーム（☎32・
6432）

親子でクッキング！ 母子家庭の皆さ
んご参加ください。
母子家庭のお母さんとお子さんのふ

れあいと、他の母子家庭の皆さんとの
交流と親睦を図るため、「親子でクッ
キング！」を開催します。
日時 ３月24日㈰　午前10時30分～
午後３時ごろ
場所 総合福祉センター
対象 母子家庭のお母さんと中学生以
下のお子さん
定員 先着15組
参加費 １家族200円（当日徴収）
持物 エプロン（お母さん、お子さ
ん）・三角きん（バンダナでも可）
申込締切 ３月15日㈮（定員になりし
だい締め切り。母子福祉会会員が優先）
申込・問合 電話・ファクスまたは直
接、母子福祉会事務局（総合福祉セン
ター内　☎23・1393　薨23・1394）
へ。ただし、電話、直接持参の場合は、
月～金曜日午前９時～午後５時15分ま
で。（土・日曜日、祝日は除く。）

吹奏楽オリジナルをはじめドラマや
アニメの主題歌など。歴代ＯＢも参加
しての和気あいあいとした雰囲気のコ
ンサートをお楽しみください。
日時 ３月24日㈰　午後１時30分開
演（午後１時開場）

場所 市民会館大ホール
入場料　無料
曲目 龍馬伝、スーパーマリオブラザ
ーズ、花のワルツほか
問合 府立泉大津高校（☎32・2876）

～お花見＆アート編～
泉大津の桜や野外アートを見ながら

いっしょに歩きませんか？ 
日時 ４月７日㈰　午前９時30分～午
後１時ごろ（小雨決行・雨天中止）
コース（予定） （集合）あすとホー
ル→古池公園→誠風・東陽中学校前→
アルザ通り→池浦中央バス停（時計モ
ニュメント）→フカキ前→大津川→公
園橋→板原第3号公園(羊の彫刻)→大津
川→泉大津駅（解散）
定員 申込先着50人
申込・問合 電話または直接あすとホ
ール（☎20・6778）へ

情報

Ivent  Information

３/17
㈰

第32回
ホームのつどい

３/24
㈰

泉大津市母子福祉会
親子ふれあい交流会

３/24
㈰

泉大津高校吹奏学部
第24回定期演奏会

４/７
㈰

あすと
景観ウォーキング




